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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章










　ヨーロッパの風が、いがらっぽい空気を運んでくる。乾かわいてはいるが埃ほこりを含ふくんでいて、どこか喉のどに絡からみつくよう。宮みや間ま夕ゆう菜なは、小さくくしゃみをした。

　隣となりに立っているメイド、リーラは平然としていた。夕菜は時々、この女がサイボーグではないかと疑うことがある。

「宮間様、寒いのでしたらお車の中へ」

「寒くないです」

　いかにも自分のみを案じたように言うメイドに、夕菜はじろりと視線をとばした。

「リーラだってわたしと同じメイド服でしょう。寒くないんですか？」

「ＭＭＭのメイドは訓練されています。それに」

　リーラは微笑ほほえんだ。

「式しき森もり様にまたお目にかかれるのなら、寒さは関係ありません」

　いかにも幸せそうな台詞せりふに、夕菜はふんと鼻を鳴らす。そして「そんなのわたしだって同じです」と付け加えた。

　和かず樹きを追ってはるばるドイツまでやってきた夕菜は、メイドを人ひと質じちにとって取り引きを迫せまっていた。具体的にはもっともっとメイドさんＭＭＭの至宝である第五装甲猟兵侍女中隊長のリーラ大尉ハウスキーパーと第二装甲猟兵侍女中隊長シンシア大尉ハウスキーパーを拉ら致ちし、交こう換かん材料としているのである。

　永遠の想おもい人和樹は、他のメイドによって手の届かない場所に連れ去られている。だったら向こうから送り届けるようにするのが夕菜のやり方であった。手段は問わない。いささか荒あらっぽくとも。

　リーラの両りよう腕うでには大きな手て錠じようがしてある。鍵かぎがなければ砲ほう撃げきですら壊こわれないような代しろ物ものだ。そしてろくにものも食べさせないで監かん禁きんしておいた。

　なのになんで、この女は涼すずしい顔をしているのだろうか。

「式森様をお慕したいしているからです」

　さも当然のように、リーラは口にする。

「真のご主人様と巡めぐり会えたのです。どのような苦難も、そよ風ですらありません」

「だからなんで、和樹さんを勝手に慕っているんですか」

「むしろ宮間様の許可がいる理由が不明です」

　夕菜は憤ふん然ぜんとして睨にらみつける。

「わたしは和樹さんの妻です！」

「式森様を洗脳しようとしても無む駄だです」

　思いもかけない台詞に、夕菜は戸と惑まどいつつも反はん駁ばくした。

「リーラ、なんだか人当たりがきつくなっていませんか？」

「私もそろそろ焦あせるべき頃ころかと思ってます。宮間様に比べ、私は式森様との繫つながりが希き薄はくです。式森様を安全なところにお連れして、なに不自由のない生活を送っていただけるのがメイドとしての務めであると確信しました」

「それ、前半と後半で言葉の意味が繫がっていませんよ？」

「簡単に言えば、私が生しよう涯がい式森様にお仕えするということです」

「なんであなたが！」

　と叫さけんでから、夕菜は自分の立場を思い出した。

「……リーラはわたしに捕つかまっているんです。和樹さんになにしようが無駄ですから」

「私の魂たましいは式森様と共にあります。肉体も、いずれ」

　自信に満ちた物言いに、夕菜はつい怯ひるんだ。

　元々リーラは冷静であり頭の回転が速く、鋼はがねのような精神力を持つ。マネートレードから戦せん闘とう機き操縦までこなすスーパーメイドであり、あらゆる人間が「こんな完かん璧ぺきな人間は見たことがない」と絶賛する人物であった。唯ゆい一いつ思い込みが激しいのが欠点と言えば欠点だが、和樹への執しゆう着ちやくとなれば美点とも言えた。

　そういう女性が本気になってしまったら、いかに夕菜といえど対たい抗こうするのは難しい。というか、ほとんど無理。

　現在のリーラは、自らの才能をほとんど生かしていない。もちろん人質になっているからであり、夕菜が彼女の恐おそろしさを認めているからこそであった。

　夕菜とリーラのやりとりを、隣のシンシアは憎にく々にくしげに見つめていた。

「お前たちがシキモリをどうしようとどうでもいい。つまらんことで私を巻き込むな」

「まあ、和樹さんのことを話すのに、なにがつまらないんですか」

　夕菜が反論する。シンシアはいっそう不ふ機き嫌げんそうに言った。

「あの少年のどこがいいのだ。顔も地味なら、雰ふん囲い気きも地味ではないか。それとも両親がハリウッド俳優か欧おう州しゆうの貴族なのか？　あるいは日本のＩＴ長者か？」

「和樹さんのご両親はそういうところに縁えんのない方です」

「じゃあくじでも引いて誰だれのものか決めればいい。イエロージャーナリズムは気にもかけないだろう」

「そういうわけにはいきません。だいたい和樹さんとリーラのことをわたしに教えたのはシンシアでしょう」

「ここ数日、悪あく魔まと取り引きするとろくなことにならないと後こう悔かいしているところだ。この馬ば鹿か騒さわぎが終わったら週に二回は教会に行こうと考えている」

「ふんだ。和樹さんとのことを馬鹿騒ぎなんて言うから、シンシアは女性として駄だ目めなんです」

「勝手に人のことを駄目呼ばわりするな！」

「私もそこは宮間様に同感だ」

「おい!?」

　夕菜とリーラは涼しい顔をしていた。

　シンシアはぶつぶつと「最悪だ」「どういう世の中なんだ」と呟つぶやいている。夕菜は放ほうっておくことにした。

　エンジン音が響ひびく。ダークグレーに塗ぬられたサイドカー付きの軍用バイクが、黒こく煙えんを出しながら夕菜のもとに走ってきた。

　運転してきたのはレオニー。身長百九十センチ以上ある元ファッションモデル。上官殺害未み遂すいを起こしたメイドでもあるが、現在は夕菜に従っている。

「隊長。偵てい察さつしてきたぜ」

「ご苦労様。どうでした」

　夕菜の質問にレオニーは直接返事をせず、サイドカーの座席から下りたメイドをうながした。

　そのメイド、リディアはぴょんぴょん飛び跳はねていた。

「あのねー、森の向こうから排はい気き煙が上がっていたよ。もう少しで到とう着ちやくすると思うの」

「戦車はいましたか？」

「いなかったの」

「律りち儀ぎに約束を守ったみたいですね」

　現在、夕菜が率いている部隊、カンプグルッペ・ユウナ（ユウナ戦闘団）は戦車を装備していない。このままでは勝ち目が薄うすいので、「戦車には乗ってこないように」と言い渡わたしたのであった。

「偵察してきたから、ご褒ほう美びに誰か殺してもいい？」

　目を輝かがやかせるメイドに、夕菜は「駄目です」と告げた。

　リディアはサイコキラーの一種で、自分より美しい人間を見ると無条件に殺人衝しよう動どうに駆かられる。それがあまりに無む邪じや気きなため、周囲の人間は戸惑ってしまうことがあった。現に今も、シンシアが不気味そうな表情をしていた。

　このためリディアの裁判も相当荒あれた。収しゆう監かんされていた彼女を引っ張り出したのは、もちろん夕菜。

　夕菜は双そう眼がん鏡きようを取り出すと、サイドカーが走ってきた方角に向けた。

　確かに、うっすらと排ガスらしきものがうかがえる。地面には車しや輛りようの列。

「……レオニー、撃うってください」

「え!?　いきなり取り引きご破算かよ」

「そうじゃなくて、空にです」

　レオニーは理解し、ボルトアクションのライフルを摑つかむと上空に向かって引き金を引く。銃じゆう声せいは青空に轟とどろいてから消えた。

　それが聞こえたようで、車列が停止する。扉とびらが開くのが見えた。夕菜は双眼鏡をレオニーに渡す。

「和樹さんが着きました」

「本当か？　あたしには見えねえぞ？」

　レオニーは双眼鏡を目に当てながら首を傾かしげる。小さなメイド服がちょろちょろしているだけで、彼女の目には男性が映っていないのだ。

「あそこの雑な動きは、多分セレンだけどなあ……」

「います」

「いらっしゃいます」

　夕菜は自分に続けて断言したリーラのことを睨んだ。

「……まだこっちには連れてこないみたいです」

「セレンはああ見えて冷静な判断力の持ち主です。式森様を危険に晒さらすことはしませんし」

「わたしが危険って言いたいんですか？」

「それ以上のなにかです」

　隣のレオニーがくすっと笑ったが、夕菜に目を向けられ、慌あわてて表情を元に戻もどした。

　夕菜は腕うで組ぐみをして、言う。

「さて取り引きです。リーラと和樹さんを交換します」

　シンシアが「私はどうなる」と言っていたが、無視。

「レオニー、向こうと無線の周波数を合わせられますよね。携けい帯たい電話でもいいですけど」

「ああ。秘ひ匿とく回線じゃない限りバンドはオープンにしてるぞ」

「じゃあ連れん絡らくしてください。あそこに立木があります」

　ちょうど双そう方ほうの中間地点に樫かしの木が立っていた。彼女はそこを指さす。

「そこに和樹さんを連れてくるように伝えてください。こっちもリーラを連れて行きます。互たがいに少人数なのを強調して」

「あいよ」

　レオニーが無線に向かってなにごとか叫んだ。夕菜には分からない言語だが、これはポーランド語である。レオニーは数か国語を操あやつることができた。

　その間に、夕菜は別の人物を呼ぶ。

「サリア」

　眼鏡をかけたメイドが現れる。その奥には、狂きよう気きと紙一ひと重えの光がちらついていた。

「ルーシーはいますね」

　サリアがこくりとうなずく。ルーシーとはシンシアの部下のことで、今は夕菜にこき使われている。

「見張っていてください。それとさっき渡した命令書はありますか」

　眼鏡のメイドは無言で二つ折りした紙を見せた。

「合図するまで待機しててください。わたしがなにか言うまではそのまま。あと、ルーシーを殺しちゃ駄目ですよ」

「あんたより先には……殺さない」

　サリアはそう呟いてから引っ込んだ。このメイドは夕菜の命を付け狙ねらっているのだが、優先順位があるのか、今のところ他者へ手出しはしなかった。

　レオニーが無線のスイッチを切る。

「隊長、あっちも承しよう諾だくしたぜ。セレンのやつと久しぶりに話したよ」

「和樹さんに危害は加えられてないでしょうね」

「それは大だい丈じよう夫ぶ」

　夕菜は「結構です」と答えた。そしてリーラに向かって。

「では行きましょう。これであなたともお別れです」

「それは残念ですね」

「わたしはちっとも残念じゃありません」

「式森様が真のご主人様となられるのであれば、私はいつまでも宮間様と一いつ緒しよにいられます」

「そういうことを言うから、残念じゃないんです！」

　夕菜はそう叫ぶと、レオニーに「合図してください」と告げる。

　青空に、再び銃声が轟いた。




　セレンは怒ど鳴なりながら会話をしていたのを終わらせると、荒あら々あらしく無線のスイッチを切った。

　そして鼻を鳴らす。

「ふん。なにが約束を守れだ。お前、守ったことなんかねえだろうが」

「知り合いだったの？」

　のんびりした声で訊きいたのは和樹。ことここに至っては、どうあがこうが無む駄だである。数々の経験のおかげで、菩ぼ薩さつのような心境になっていた。

「まーな。あまり性格あわねえけど、知り合いだよ。あいつとのポーカーは四十勝四十敗。掛かけ金のトータルじゃああたしがちょっとプラスだ。イカサマの回数はあいつのが上」

「仲いいんだ」

「性格あわねえって言っただろ。メイド刑けい務む所しよにぶち込まれてたって聞いたけど、出てきたんだな」

　夕菜が出したのかなと和樹は思った。根こん拠きよはなかったが、なんとなくそんな気がする。

「いいか」

　とセレン。

「あんたを返すのは本意じゃねえけど、こっちの中隊長様が捕つかまってるんだからしょうがねえ。余計なことは喋しやべんな。走ったりもすんな。普ふ通つうにしててくれ」

「走るなってなに」

「万一転んで怪け我がでもしてみろ。あたしはリーラにぶちのめされる」

　オーバーなと考えた和樹だったが、セレンの目の色は真しん剣けんであった。

　セレンは背を伸のばして前方を見た。それから眠ねむそうな顔をした部下に命じる。

「ロヴェルティーネ。腕うでのいい奴やつを三人ほど選せん抜ばつしろ。あそこの木の所へ向けて出発だ」

「はい。他の連中は武装させて待機させときますか」

「そうしとけ。命令があるまで発はつ砲ぽうは厳禁だぞ」

「でかいの持ってきましたが、どうしますかね」

　ロヴェルティーネは自分の背後を指さした。大型の軍用トラックが停まっており、木箱とシートに包まれた荷物が下ろされていた。メイドが数人がかりで運んでいるから、相当重そうだ。

「いつでも撃てるようにしておけよ。ミヤマはなにするか分からん」

　和樹はそれらの装備を見て、大おお袈げ裟さだなと思いつつも、もしかしてとの予感もあった。「なるようになる」と悟さとってはいるものの、どこかでそれが壊こわれる可能性はある。そうなったら最悪の場合、夕菜とリーラのどっちかが倒たおれるか、倒れはしないものの延々と戦い続けることになってもおかしくなかった。

　彼にしては珍めずらしいことに、「先を予想して行動しなきゃ」という気になってきた。

「ねえセレン、僕が夕菜のところに帰るとして、そのあとリーラはどうするつもりだろ」

　浅黒い肌はだをしたメイドは、火の点ついていないスペインタバコを咥くわえながら喋った。

「そりゃ取り戻そうとすんだろ。リーラのあんたへの執しゆう着ちやくはもう宗教だぜ。一生会えないなんてことになったらどうなるか分からん。自殺なんて簡単な手段じゃすまねえぞ」

「自殺が簡単って」

「リーラにとっちゃ、あんたはそれだけの男なんだよ」

「うーん……」

　セレンの口調はふざけ気味だが、冗じよう談だんには聞こえない。恐おそる恐る質問を続けてみた。

「ねえそれって、えーと、つまり『重い』ってこと……？」

「重い？　あー、そうかもしれねえな。だけど線引きはきちんとするぜ、一応」

「一応ってのが引っかかる」

「そりゃあたしの口が悪いせいだ。あんたのことを『式森様』って呼んでるだろ」

　言われて、和樹は今までのリーラの態度を思い返した。確かにそうだ。

「うん」

「あいつは『和樹様』と呼ばなきゃ『ご主人様』とも呼ばねえ。誓せい約やくがすんでねえからなんだ。あくまで自分とあんたとの関係を仮と考えているんだな」

　セレンが説明する。誓約とはＭＭＭのメイドが主人に忠誠を誓ちかう儀ぎ式しきのようなもので、これを経てはじめて真の主従関係になり、ＭＭＭの正式名めい簿ぼにも記き載さいされる。

　和樹とリーラとの間にもなされる予定であったが、のびのびとなっている。もちろん夕菜が大反対しているためだが、ＭＭＭ内部の主流派と反主流派との利害衝しよう突とつのためでもあった。

「規則は几き帳ちよう面めんなくらい墨ぼく守しゆする女だけど、一方であんたのためなら破ることも平気でやる。リーラのやつ、あんたの写真をいつも身につけてるって知ってたか？」

　和樹は驚おどろいた。

「知らない。はじめて聞いたよ」

「普通の写真じゃねえぞ。ＭＭＭの本部が盗とう撮さつした写真をもらったんだ。前のご主人様にはじめて見せられたやつを後生大事にとってあるんだよ。一度見せてもらったことがあるけどな、触さわろうとしたらえらい剣けん幕まくで怒おこられた」

　セレンは首をすくめる。

「思い込み激しいし、執しゆう念ねんあるからなあ。おっかねえことするわけじゃねえんだが、つきまとうっていうか……」

　そこまで喋ってから、自分の上官にきつい評価を下していると思ったか、彼女は苦く笑しようした。

「まあ、いい女だよ。ああいうのが一人いれば、楽できるぜ」

　和樹はなんとなくだが納なつ得とくした。

「……やっぱりさ、僕と誓約だっけ、しないとリーラも納得しないんだよね」

「そりゃそうだ」

「でもそうすると夕菜が怒るんだよなあ」

　うーむとうなって、彼は腕組みをする。この二つを自然な形で収束させる方法が果たしてあるのだろうか。

　空に銃じゆう声せいがした。彼をセレンがうながす。

「ほら、行くぞ。待たせるとミヤマがキレる」

「あ、ごめん」

　和樹は歩き出す。セレンが腰こしに拳けん銃じゆうだけを差して先頭に立ち、メイドに挟はさまれる恰かつ好こうで立木に向かって進んでいった。




　夕菜は大おお股またで歩いていた。和樹は前方から向かってくる。走り出して抱だきしめたかったが、ぐっと我が慢まんした。

（ここで走り出して和樹さんと手を取り合って逃にげ出して、卑ひ劣れつなリーラによって撃うたれちゃって血を流しながら死んじゃうのもかっこいいかもしれませんけど……なんかそれも癪しやくです）

　想おもい人と生しよう涯がいを共にするのが目的であり、死ぬのは予定にない。

　お互いに同じ歩調で歩き、同じように距きよ離りを詰つめる。立木の真下でぴたりと止まった。

「和樹さん！」

　夕菜は思わず抱きついた。

「大丈夫ですか具合悪くありませんか怪我はないですか!?」

「うん。平気。なんともないから。夕菜は……元気みたいだ」

　そう答える彼の身体からだを、夕菜はあちこち触って様子を見ていた。

「よかった……無事ですね」

　ほっとし、同時に泣きそうにもなったがぐっと堪こらえる。

「これで安心です。日本に帰りましょう」

「待った待った」

　二人の背後から声がかかり、同時に和樹の身体が引っ張られる。

「あたしたちの中隊長と交こう換かんだ」
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　セレンが和樹を手元まで引き寄せながら喋る。

「そういう約束だろ」

　夕菜は奥歯をぎりっと鳴らす。

「くっ……誘ゆう拐かい犯はんのくせに……」

「そりゃミヤマも同じだ」

　夕菜は振ふり向くと、レオニーにうなずいた。長身のメイドは大きな鍵かぎを取り出し、リーラの手て錠じようを外す。

　自由になったリーラは手首をさすっていた。

「これでお別れですか」

「さっさと向こうに行ってください」

　と夕菜。

「わたしもせいせいしますから」

「宮間様とご一いつ緒しよできるのも、悪くない経験でした」

「早く」

　急せかされるようにして、リーラは歩き出した。セレン以下のメイドたちは、自分の中隊長に対し、一いつ斉せいに敬礼をする。

「お帰りなさい、中隊長」

「お帰り、リーラ」

　感情を極きよく端たんに表に出していないが、どの顔も一様にほっとしていた。だらしないところがあるセレンもそんな感じであった。

　一方、夕菜は今度こそ本当に、和樹を迎むかえていた。

「ようやく解放されましたね、和樹さん」

「ずいぶん強ごう引いんだったね」

「しかたありません。だって相手はリーラなんですから」

　夕菜は言う。相手が個人ではとてもかなわぬスペックの持ち主なのだから、策を弄ろうしてでも倒さなければならないというのが持論。

　彼女は声を潜ひそめた。

「……ところで、リーラの第五装そう甲こうなんとかは近くにいますよね？」

「ん？　向こうの方にいたけど」

　和樹は遠くを指さす。

「戦車は乗ってきてました？」

「いないよ」

「じゃあ安心です」

　夕菜はほっとしたように胸むねを撫なで下ろした。その仕草が油断しきっているように見えたのか、レオニーが注意を喚かん起きした。

「なあ隊長。そりゃ戦車いないかもしれねえけど、相手はあのリーラの部隊だぜ。こっちに攻こう撃げきしてきたらどうすんだよ。こう言っちゃなんだが、もう一度戦ったって勝てるとは思えねえ」

　夕菜は深くうなずいた。

「その通りです。第五なんとかは強敵です。わたしだってこんなに何度も戦いたくありません。ですから、他の人たちにお願いしちゃいます」

「なんだそりゃ」

「無線を」

　彼女は無線を受けとり、送話口に指を当てると、軽く叩たたいて合図を送った。




　他方、自分の中隊に戻もどったリーラは、衛生メイドによってざっとした健康チェックを受けていた。

「……少しお疲つかれのようですが、問題はありません」

「劣れつ悪あくな牢ろう獄ごくだったからな。疲れもする」

　彼女は苦笑いをしつつ、矢や継つぎ早に命令を下した。

「後方にいる部隊を前進させろ。装甲小隊も呼べ。すぐにだ」

「おいリーラ。いくらなんでも急すぎやしねえか。お前さんも戻ってきたんだ。いったん下がってからでいいだろ」

　セレンがたしなめるように言うが、リーラはちらっと視線を投げてから拒きよ絶ぜつした。

「宮間様に踏ふみつぶされたいか？」

「は？　別に約束破ったりはしてないだろ」

　彼女は夕菜たちがいるはずの方角をうかがう。

「なにかしてるように感じられねえぞ」

「いいや、あの人はする。全速だ、全速で来いと言え！」

　リーラは滅めつ多たに怒ど鳴なることがない。それが叫さけんだのだから、メイドの一人は慌あわてて無線に向かって命令を伝えた。

「戦車はすでに出発しました。他の小隊も順次……」

「遅おそい！　重火器だけでも持ってこさせろ！」

　叫んだ次の瞬しゆん間かん、リーラは口をつぐんだ。耳を澄すませる。

　セレンが怪け訝げんな顔つき。

「どうした？」

「着ちやつ剣けんしろ！」

　彼女はそう言うと、手近にあった小しよう銃じゆうをひっつかんだ。




　夕菜のそばにいるレオニーは、突とつ然ぜん空気を切り裂さく音が轟とどろいたので仰ぎよう天てんした。

「なんだ!?」

　甲かん高だかい音は立て続けに発生して頭の上を飛び越こえていく。そして立木の付近で爆ばく発はつが起こる。炎ほのおの柱が何本も立ちのぼった。

　腹に響ひびく震しん動どうと雷らい鳴めいのような騒そう音おんがひっきりなしに続く。これが連続砲ほう撃げきなのは、訊きくまでもなく明らかであった。

　夕菜は落ち着くよううながした。

「大だい丈じよう夫ぶです。先手をうっただけですから」

「隊長、なんか仕組んでたっけか」

「なんだと思います？」

　突然、シンシアが叫ぶ。

「……私の中隊だな！」

　夕菜はわざとらしく声の方向を向いた。

「あらシンシア、まだいたのですか」

「白々しいことを、あれは私の中隊だ！」

　目を三角にして大声を出す。女教師のような冷静な表情は消え失うせ、ほとんど我を忘れていた。

　夕菜はにっこりとしながら肯こう定ていした。

「その通りです。さっき無線で合図をしました。優ゆう秀しゆうな部下はいいですね。あっというまに全面攻撃です」

「はじめから私を解放するつもりはなかったんだな!?」

「解放してあげます。あなたの部下の攻撃が終わったら」

「やめさせろ！」

　シンシアの怒鳴り声は銃撃音にかき消された。

　夕菜たちが来た方角から、何なん輛りようもの装甲車が到とう着ちやくしては停車し、ハッチを開放している。中から下りてくるのはイギリス製の武器で武装しているメイドたちであった。

　彼女たちは第二装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニー所属。シンシアの部下である。この争いに介かい入にゆうする予定はなかったのだが、夕菜が偽にせの命令書をでっち上げて動かしたのだ。

　命令書の偽ぎ造ぞうは重罪であり、ＭＭＭの長い歴史でもそんなことをした人間はほとんどいない。なのでシンシアの部下たちはなんの疑問も感じず、第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーに攻撃を仕し掛かけたのであった。

　シンシアの部下たちは勇ゆう敢かんだ。メイドの中でも精せい鋭えいだと自負している。爆ばく煙えんのため周囲は急速に視界が悪くなっていたが、果か敢かんにも突とつ撃げきをおこなっていた。

　誤射なのか、夕菜たちの周囲にもいくつか着ちやく弾だんする。砲ほう弾だんの破は片へんが飛んできそうになり、レオニーが首をすくめた。

「派手だな」

「精鋭メイド部隊同士の戦いですから」

　夕菜の言葉に、シンシアはまだ叫んでいた。

「高みの見物を決め込む気か！」

「あとで解放しますから、シンシアも一緒に見物したらどうです」

「部下たちが騙だまされているのを見ていられるか！」

　彼女は走って部下のもとに行こうとする。横からリディアが足を出して転ばせた。

「まだだめだよー。じっとしててね」

　無む邪じや気きな笑え顔がおと共に銃口が突つきつけられる。シンシアは歯を嚙かみ鳴らしていた。

　戦せん闘とうはまだまだ続いている。様子はよく見えないが、かなり派手に戦っていそうだ。

　メイド同士の争いに、夕菜は満足げだった。メイドが同士討うちで滅ほろんでいく。なんと爽そう快かいな光景だろうか。デジタルビデオカメラで撮さつ影えいし、夕食ごとに鑑かん賞しようしたいくらいである。さぞ芳ほう醇じゆんな調味料になるであろう。

　とはいえ、ずっと見物しているわけにもいかない。

「さ、和樹さん。そろそろ行きましょう。リーラは放ほうっておけばいいです」

　去ろうとする。が、和樹は首を傾かしげていた。

「んー、でも」

「どうしたんですか。シンシアならあとで解放すればいいです」

「そうじゃなくて」

　あれ、と和樹は人差し指を夕菜の背後に向ける。

　彼女は振り返り、思わず声を上げた。

　揉もみ合いに近いメイド同士の戦闘が、徐じよ々じよにこっちに接近してくるのだ。

「……なんでこっちに来るんです!?」

「やけに動きが速いよ。このままだと巻き込まれるんじゃないかなあ」

「和樹さん、逃にげましょう！」

　夕菜は彼の手を摑つかんで駆かけ出そうとする。

　ちょっと遅かった。




　セレンは駆け寄ってきた部下たちに着剣を命じる。同時にリーラに聞き返した。

「後退するか!?」

「いや、攻撃する」

「なに!?」

　驚おどろきの台詞せりふは、砲撃音によってかき消された。

「お前、ミヤマと一いつ緒しよにいすぎてどうかしちまったのか!?」

「今攻撃を仕掛けているのは、シンシアの部下たちだ」

　リーラは少しだけ声を大きくして話した。彼女の声は戦闘騒そう音おんの中でも、非常によく通る。

「宮間様の偽命令によって私たちを攻撃しているんだ。敵だと思い込まされている」

「ミヤマはとんでもねえな」

「あの方を上回ることをしなければ、式森様は取り返せない。よって反撃に出る。向こうの」

　彼女は目標を指し示す。

「式森様と宮間様のいるところまで誘ゆう引いんしてしまえばいい。混戦に持ち込めばさすがの宮間様も混乱するだろう」

「お前も十分とんでもねえぞ」

　とセレン。第二装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーの強さは十分承知している。そこに少人数で戦いを挑いどもうというのだ。しかも夕菜たちを巻き込むため。

「できないか？」

　問われたセレンは、砲撃にもかかわらず集結してくるメイドたちを見て、にやりとした。

「いや、できるぜ」

「ならばやろう」

　その言葉を、セレンは中隊長による攻撃発起と解かい釈しやく。メイドたちに怒鳴った。

「いいか腰こし抜ぬけメイドども！　掃そう除じ洗せん濯たくより死ぬ方が楽だと思ってる女だけが立ち上がれ！」

　その言葉に、砲撃で伏ふせていたメイドたちが起き上がる。

「世の中にはベッドメイクより簡単なことが二つある！　一つは戦闘！　もう一つはより激しい戦闘だ！　最さい後こう尾びのやつには皿洗いと庭掃そう除じを同時にやらせるからな！　突撃！」

　セレンが先頭に立ち、銃剣突撃を敢かん行こうする。そのあとからメイドたちが続いた。




　戦闘焦しよう点てんは立木のあったあたりから急速に移動していた。第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーの突撃を第二装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーは受けて立ち、真正面から立ち向かっていた。セレンは右側面に回り込むように突撃を誘導し、相手は不利にならないようさらにその外側へ機動しようとする。結果、団子のようになったメイドたちの塊かたまりは、どんどんと移動を続けていた。

　それは夕菜たちがいるところへと向かっていた。

「あっち行ってください！　あっち！」

　夕菜はしきりと叫ぶが、もちろん戦闘で頭に血が上ったメイドたちにそんな言葉は通用しない。「味方以外は全すべて敵」となっているため、目の前にいる怪あやしい人物は片かたっ端ぱしから打ち倒たおそうとしていた。

　周囲は土つち煙けむりと、メイドの怒ど号ごうで包まれた。

「隊長！　隊長！」

　レオニーが叫びながら近づいてくる。

「逃げた方がいいぞ！」

「そんなの分かってます！　わたしの部隊はどうしてます!?」

「遠くから見てただけで、もう逃げてるよ！」

「見てただけなのに？」

「囚しゆう人じんは風向きに敏びん感かんだからなあ」

　メイド刑けい務む所しよから人員を引っ張ってきたのが徒あだになったらしい。

　確かに遠方にいたはずのメイドたちの気配がない。残っているのはレオニー、リディアといった「イッてしまってる」殺人メイドだけだった。ここまでくると逆に度胸が据すわるようだ。

　そのリディアがきょろきょろしていた。

「サリアがいなくなったよ」

「脱だつ走そうですか。今度はギアナに流る刑けいにして一生出られないようにしましょう」

「ううん。さっきナイフを二本構えて、メイドの群れに突つっ込こんでいったよ」

　サリアは一種のシリアルキラーである。敵に驚くよりも、獲え物ものが沢たく山さんいると判断したのだろう。あるいは、夕菜を殺す前の余興と考えたか。

「しょうがないです。サリアが罪を重ねないように祈いのりながら撤てつ退たいします」

　リディアは嬉き々きとして言う。

「ねー、いっそ手当たり次し第だいに殺そうか」

「ややこしくしないでください」

「つまんない」

「和樹さんを取り戻もどしたんですから、あとはこっちも逃げるだけなんです」

　目を血走らせて突撃してきたメイド（シンシアの部下）を蹴け飛とばすと、夕菜はなるべく身体からだを低くする。

「走って逃げます。どうせ誰だれにもバレたりしません」

「シンシアはどうする？」

　レオニーが言った。夕菜は手首を拘こう束そくされたままの女性を確かく認にんし、

「捨てましょう。用済みです」

「この悪あく魔まめ！」

「レオニー、シンシアに猿さるぐつわを。あと足も縛しばって」

　夕菜の命を受け、レオニーはシンシアの口をタオルで塞ふさいだ。シンシアは「悪党！」「地じ獄ごくに堕おちろ！」と叫さけんでいたが、やがて大人しくなった。

　シンシアは文字通りそのへんに転がされた。

「あとはどうなったって知りません。わたしたちは逃げましょう」

「でも」

　とリディア。

「シキモリさんはどうするの」

「連れて行くに決まってます」

「いないよ？」

　その台詞に、夕菜は慌あわてて周囲を見回した。確かに姿が見えない。さきほどまで近くにいたはずなのに、どこにもいなかった。

　夕菜は一気に青ざめる。メイド同士の戦闘の中で見失ってしまったのだ。今も激戦の真っ最中である。こんなところで一人きりにしてしまっては、流れ弾だまで怪け我がをするか、あるいは銃剣突撃に巻き込まれて、とんでもないことに。

「わたしが捜します！」

　夕菜は絶ぜつ叫きようする。すでに半泣きだ。近くに着弾して土煙がもうもうと上がったが、負けないくらい叫んでいた。

「他の人たちは引き上げてください！　後から追いかけます！　和樹さんがいなくなったらわたしは……」

　いきなり背後から声がかかる。

「それ、僕のこと？」

「え？」

　急いで振ふり返る夕菜。土煙が酷ひどかったが、そこにはちゃんと和樹がいた。

「和樹さん！　どこに行ってたんですか!?」

「え……ちょっと」

　彼は少しだけ申し訳なさそうな顔をしている。服は土で汚よごれていた。

「ちょっとじゃないです！　ここはもうオマハビーチもびっくりの世界なんですから、逃げますよ！」

　ひゅるひゅると音がして、爆ばく発はつ音おんがする。夕菜は口の中に飛び込んだ火薬臭くさい泥どろを吐はき出した。

「全員、あの向こうまで撤退します！　ついてきてください！」

　そう叫ぶや、和樹の手を摑んで駆けだした。




　セレンは部下のロヴェルティーネと共に、立ち向かうメイドを叩たたきのめしていた。相手は第二装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーのメイドで一種の同士討うちなのだが、そういうことで手を抜ぬくような女ではない。

「エーファ！」

　気の弱い、眼鏡のメイドに絶叫する。

「は、はいっ」

　きゃーきゃー言いながらフライパンを振り回していたメイドが、慌てて返事をした。

「あたしらの中隊長様はどこだ！」

「あちらです！」

　見ると、リーラは第一メイド小隊長のネリーと共に、誰よりも先頭で戦っていた。第二装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーのメイドを片手であしらいながら、指示を飛ばしていた。

「ネリー、小隊をもっと前進させろ。あの丘おかまで確保しておけ」

「了りよう解かいしました」

「おいリーラ、リーラ！」

　セレンが叫ぶ。

「ここらにシキモリがいんのか!?」

　リーラは前方から目線を外さず答える。銀色の髪かみがなびいていた。

「ああ。さっき式森様の気配があった」

「犬みたいだな」

　セレンが呟つぶやく。リーラの忠誠心からくる察知能力は、警察犬のようでもあった。犬よりはだいぶ綺き麗れいだが。

「ここのはずだが、姿はない。ひょっとしたら宮間様がどこかに連れ去ったのかもしれない」

「そりゃあの女だって、シキモリに執しゆう着ちやくしてるもんなあ」

「負けるわけにはいかない」

　セレンは「うわ、おっかねえ」と言った。

　だが第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーは、シンシアの部下たちと戦っている最中である。腕うで前まえは互ご角かくなので決着はついていない。なかなか和樹の姿を確認というわけにいかなかった。

　セレンは大声で部下に指示する。

「ロヴェルティーネ！　そこの丘はネリーに任せて、草地一帯を確保しろ！　第二の連中を近づけるなよ！　あと負傷したやつは後ろに送れ！」

「へい……あー」

「なんだ。眠ねむそうじゃなくて眠いのか」

「なんか転がってますぜ」

　ロヴェルティーネが、とろんとした目つきのまま、前方を指し示す。

　そこにメイド服が倒れていた。セレンは「負傷者か」と思ったが、そうではなさそうだ。芋いも虫むしみたいにごそごそしているところを見ると、身動きしていないというより縛られているらしい。

　近づこうとして、セレンは慌てて頭を下げる。銃じゆう弾だんが飛び交かっていた。代わりに手でメガホンを作る。

「おーい、こっちに来られるか!?」

　もそもそ動いたあと、うめき声がする。喋しやべれないのか、口に詰つめ物をされているのか。

「しょうがねえ助けてくるか。ネリー、あたしの代わりに指揮を執とれ。ロヴェルティーネは一いつ緒しよに来い」

「へい」

　射しや撃げきの合間を縫ぬってセレンは飛び出した。そのあとをロヴェルティーネが続く。

　転がるようにして接近した。

「おら、助けに来たぞ……あ、シンシア!?」

　地面に転がされているメイド姿は、シンシア大尉ハウスキーパーであった。

　シンシアは目を吊つり上げたまま「もがもが」とうめいている。どうもさっさと外せと言っている模様。

　セレンは手足、猿ぐつわの順番で縛いましめを解いた。

「なにごとだ!?」

　立ち上がるなり彼女は、ずり落ちた眼鏡も直さずに言う。セレンは驚おどろきつつ。

「そりゃこっちの台詞せりふだ。攻こう撃げきしてきてんの、あんたの部下だろ」

「私はなにも命じてない！」

「じゃあなんだよ」

「ミヤマが命令を偽ぎ造ぞうしたんだ！」

　シンシアはがむしゃらな攻撃を続ける自分の部下に向かい、大きく両りよう腕うでを振った。

「おい、攻撃中止、中止だ！　中止しろ！」

　ひゅーん。付近に着弾。爆発で土つち塊くれが跳はね上がり、シンシアは頭の上から泥だらけになる。そこに目を血走らせたメイドの銃じゆう剣けん突とつ撃げき。

　セレンとロヴェルティーネは立ち向かわず伏ふせた。そのためシンシアは、自分の部下の攻撃を一身に受けることになった。

「こら、なにをする！　私だ、私だと言ってる！」

　銃剣を払はらいのけ、突進を蹴飛ばして応戦。それを見たせいか、あちこちから「手て強ごわい敵だ！」「大勢でかかれ」と声が上がる。
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　メイドたちが一いつ斉せいに飛びかかる。シンシアは押しつぶされそうになってはねのけ、またつぶされそうになった。

「私だと言ってるだろう！　いい加減にしろ！　いい加減にするんだ！」

　シンシアはメイドの下した敷じきになりながら絶叫する。摑つかみかかってきた部下の両りよう頰ほおを引っ張った。

「エミリー！　私なんだ！」

「抵てい抗こうするなこの鬼き畜ちくメイ……はっ、ハ、大尉ハウスキーパー殿どの!?」

　エミリーと呼ばれたメイドは驚きよう愕がくする。その言葉で他のメイドたちも飛び退のき、ついでに直立不動で敬礼した。

「ご無事でしたか！」

「これが無事に見えるか!?」

　シンシアは全身泥だらけ、眼鏡を耳からぶらぶらさせている。そんな恰かつ好こうにエミリーはつい噴ふき出しそうになるが、もの凄すごい目つきで睨にらまれて背筋を伸のばした。

「お怪我はないようで、中隊一同安あん堵どしております！」

「さっさとこの馬ば鹿かげた騒さわぎを中止しろ！」

「しかし、命令では……第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーを殲せん滅めつせよ。クソ女どもを生かして返すなと」

「それは偽にせの命令だ！　あとメイドがクソ女などという言葉を使うな」

「わたしたちもおかしいと思ったのですが、さすがの大尉ハウスキーパー殿も疲つかれが眼鏡に回ったかと」

「余計なことはいい！　ルーシーは見なかったか」

「壕ごうの中で気絶しておりました」

「起こせ！　それと早く攻撃をやめろ！」

　エミリーは急いで通達。同時にセレンもネリーに攻撃中止の命令を発し、部隊を下がらせる。

　銃撃と砲ほう撃げきは、自然に収まっていった。

「おー、危なかった危なかった」

　息をつくセレンを、シンシアはじろりと睨んだ。

「私を見つけなければ中止する気はなかったのか」

「あたしは第五のメイドだ。第二の連中には、まあ色々と。向こうもそう思ってんだろ」

「そんなたちの悪いメイドはいない」

　と言い切れないのはシンシアが一番よく分かっているようで、それ以上苦情は言わなかった。

　図はからずも戦場となった場所には、双そう方ほうのメイドがまだうごめいていた。命令には従っているものの、戦せん闘とう再開があったときに備えている。負傷者を収容し、弾だん薬やくを補ほ充じゆう、ついでに汚よごれ物の洗せん濯たくに勤いそしんでいた。

　セレンはネリーを招き寄せる。

「おい。ロヴェルティーネに、遠くからでいいから、第二の中隊長様を監かん視ししろって言っとけ。あいつだけはどうも油断できん」

「了解しました」

　小こ柄がらなメイドはかしこまって敬礼をする。それから。

「あの……」

「んー、なんだ？」

「リーラ様は……？」

　セレンは慌あわてて周囲を見回した。




　夕菜は駆かけていた。和樹の手を引き、砲撃をかいくぐり、草地を抜ぬけ、たまたま出会ったメイドをぶちのめし、丘を越こえて走る走る。あんなところにはいたくないという風に、駆け抜けていった。

　戦場の音は遠くなり、やがて消える。振ふり返っても見えない。戦い自体も終息したようだ。

　彼女はようやく足を止めた。

「ふう……これでもう安心です」

　にっこりとする。ついに和樹を取り戻もどしたのだ。心は満足と勝利で満たされていた。

「あのメイドたちから和樹さんを奪だつ回かいできました。これでこの馬ば鹿か騒さわぎも終幕です」

「うん……」

　夕菜は和樹の台詞せりふに首を傾かしげた。

「なんか、浮うかない顔ですね」

「そんなことないけど」

「なにか……あー!!」

　彼女は文字通り飛び上がった。和樹の背後には、もはや馴な染じみと言ってもいい銀ぎん髪ぱつの女性。

「リーラ!!」

　なんとリーラがそこにいた。しかも和樹の真後ろに。

「ななななんでここまで……!!　レオニー、リディア！」

　夕菜は目を吊り上げて命じる。

「構わないですから、ここで撃うっちゃってください！」

「ちょっと待って！」

「命いのち乞ごいですか。穴だらけにしてあげます！」

「僕だってば！」

　和樹が言った。

「止めないでください！　あとをつけてきたなんて、油断も隙すきも……」

「だから僕なんだってば」

「……え？」

　きょとんとする彼女に、和樹は嚙かんで含ふくめるように喋っていた。

「僕がリーラを連れてきたんだ」

　その言葉を肯こう定ていするように、リーラはにっこりと微笑ほほえんでいた。
















　第二章










　夕ゆう菜なは、カンプグルッペ・ユウナの駐ちゆう屯とん地ちには戻らなかった。元々シンシアが用意した場所である。せっかく逃にげ出したのに、自分の居場所を大声で吹ふい聴ちようするようなものだ。

　なので、ＭＭＭの訓練地域から離はなれた安宿に泊とまることにした。トラックを拝借し、ゲートはリディアの愛あい想そ笑いで突とつ破ぱ、交通違い反はんにならないよう慎しん重ちように運転して、ハンブルクの外れまでやってきた。

　安宿は本当に安っぽく、値段の交こう渉しようをしたレオニーによると「売春宿よりは多少マシ」な場所だった。ただし目立つことはない。というか日本人の少年少女が泊まっていても、誰だれも気にしない。

　一番大きい部屋をとってもらい、ようやく人ひと心ごこ地ちついた。一いつ緒しよにいるのは夕菜と和かず樹きとリーラ。それにレオニー、リディアである。

「ひとまず安心ですね」

　と夕菜。レオニーは窓から外をうかがって、うなずいた。

「細道の奥にある宿だ。ヤクの密輸に使われるんだから、まともな神経してたらやってこようとしねえよ」

「結構です。でも、万一に備えて他にも隠かくれ家が必要ですね」

「他にも一応用意してある。サリアが昔潜せん伏ぷくしてたとこがあるぜ。逮たい捕ほされるまでずっと身を潜ひそめていて、時々観光客から金を巻き上げてたらしい」

「そこから死体とか出なければいいですね」

　夕菜は、古ぼけたベッドに腰こしかけている和樹に向き直った。彼はびくっとして背を伸のばす。

「さて、和樹さん」

「……なに？」

「これはどういうことですか!?」

　彼女は部屋の隅すみに立っているリーラを指さした。

「なんであの女を連れてきたんです!?」

「だって」

「だってじゃないです！」

「いや、聞いてよ」

　和樹は夕菜を落ち着かせようと、手で「どうどう」という仕草をした。

「あのままにしてたら、いくらリーラでも死んじゃうだろ。えーと、シンシアって女の人は手て強ごわいんだから。だから助けたんだ」

　リーラは「お気き遣づかい、恐おそれ入ります」と頭を下げていた。夕菜はぎろっと目線を向け、また和樹を見る。

「その程度でリーラが死んだりしますか。メイドの中でもとびきり優ゆう秀しゆうなんですよ？　あんな攻こう撃げき程度で死んでたらとっくの昔にわたしと和樹さんは平和に結ばれてます！」

「へー、よく見てるんだね」

「憎にくいは憎いですけど、敵をきちんと知らなければ勝てたりしないんです」

　夕菜がリーラと互ご角かくにやりあっている理由の一いつ端たんであった。

「そんなのはいいんです。せっかく和樹さんを取り戻したのに、これじゃ意味ないじゃないですか。和樹さんがリーラを連れてくるなんて！　催さい眠みん術じゆつとかかけられたんですか!?」

「違ちがうよ」

「じゃあ脅きよう迫はくされたんですか。セレンってメイドならやりそうです」

「違うって」

「脳にチップとか埋うめ込まれて言うことを聞かされたんですか」

「だから違うってば。僕の意志でリーラを連れてきたの」

「理由はなんです」

「えーとね」

　彼は舌で唇くちびるを湿しめらせてから言った。

「夕菜とリーラを……仲直りさせようと思って」

「……はい？」

　夕菜は文字通り、目をぱちくりさせていた。

「聞き間ま違ちがいですよね」

「君とリーラとで、仲よくなってもらいたいんだ」

「……わたしと」

　彼女は自分を指さし、それからメイドをさした。

「リーラで？」

「うん」

　和樹は認める。と同時に、夕菜は口を大きく開けて叫さけびだした。

「ななななななんでそんなことをしなきゃなんないんですか!?　わたしと、リーラが、仲よく!?」

　そう言うと、今度は大きく息を吸い込んでまた喋しやべり出す。

「あり得ません不可能です信じられません。リーラはメイドでわたしはメイドが敵で憎くて恨うらんで怒おこって存在そのものを消したくて、服がちょっと可愛かわいいだけで腹は黒くて一いち物もつあってなに考えているのか油断がならなくて、ましてリーラはメイドの親玉で優秀ですけど性格は最悪極ごく悪あく凶きよう悪あく邪じや悪あく、陰いん険けん悪質下げ劣れつに下品、宇宙最低人間コンテストをおこなえば十年連続銀河一殿でん堂どう入りトロフィー永久保持で世界遺産ですよ!!」

　肺活量任せのマシンガンのような単語の羅ら列れつだ。和樹は頭がくらくらしていた。

「……外うい郎ろう売りみたいだね」

「じゃあ将来は声優を目指します。なんでリーラと仲よくしなきゃならないんですか」

　不信感満々の台詞せりふである。和樹は無用に刺し激げきをしないよう、慎重に言葉を選んだ。

「いいことがありそうだから、かなあ」

「わたしにはないです」

「あるかもしれないじゃないか」

「ないです。わたしには友達が玖く里り子こさんだって凜りんさんだっています。なのになんで、いまさらリーラと仲よくなるんです」

「そこなんだ」

　和樹は続けた。

「夕菜って人当たりいいし、誰とでも仲よくなれるじゃない。玖里子さんも凜ちゃんもどっちかというと気難しい方だけど、夕菜にならなんでも話せる仲だろ。リーラにも同じことをすればいいんじゃないかな」

「玖里子さんや凜さんとは年ねん齢れいも国こく籍せきもなにもかも違います」

「グローバルな時代なのに」

「グローバルも新自由主義も関係ないです。リーラと仲よくなるのは断ります」

「いいと思うんだけどなあ」

　和樹は少し残念そうな表情を作りながら言う。夕菜はそれを見て、慌あわてたように補足した。

「だ、だってわたしとリーラはずっと戦っていたんです。それをいきなり仲直りなんてできるわけありません。元々仲よくなかったんですから、『直る』わけでもないです。だいたい仲よくなってどんないいことがあるんですか」

　それを聞いて、和樹は待ってましたとばかりに答えた。

「周囲の被ひ害がいが減る」

「それは……そうかもしれません」

　彼女は少し考えてから認めた。夕菜が魔ま法ほうを使うだけではなく、火器までも使用しだすと、とばっちりも尋じん常じようなものではなくなるのだ。破は壊かいされた建築物などはＭＭＭの保償金によって修復されているが、これで喜ぶのは建設業者くらいだろう。

「あとは日本やドイツや南の島を行き来しなくてすむ」

「そうかもしれません」

「ストレスから解放される」

「カウンセリングですか」

「そもそもさ、仲よくなるならないって、メリットで考えるものなの？」

　もっともなことを言う。

　人間関係とはメリットもあるが、たいていはそれを超こえたところで築かれる。全すべてを損得で考えては息が詰つまる。仕事上の付き合いなら別だろうが、彼の言いたいことはそうではなかった。

　そのようなことは夕菜も理解していた。が、それと納なつ得とくは別次元に存在する。

「嫌いやです」

　彼女は首を振ふった。

「リーラとの妥だ協きようは負けです」

「妥協してって言ってるわけじゃないから」

　夕菜がそっぽを向いたので、和樹はわざわざ正面に回る。

「新しいステップに登るっていうのはどうだろう」

「自己啓けい発はつセミナーみたいですね」

　彼女は和樹を正面から見る。

「今までリーラと取り合っていたのは、和樹さんのことなんですよ？　妥協してどうするんですか。和樹さんの身体からだは一つしかありません」

「取り合うとか、そういうのをなくすんだって」

「ですけど」

　反対のための反対とは言わないまでも、夕菜は頑かたくなであった。リーラとの間でおこなわれた数々の戦いと勝利、そして敗北が彼女の心に核かくシェルターばりの防ぼう御ぎよ壁へきを構築していた。

　和樹は参ったなという顔をしていた。ここまできたら二人を仲直りさせるのは必ひつ須すだと考えたのだが、前ぜん途と多難どころの話ではない。

　意外なことに、助け船を出したのは一方の当事者であった。

「宮みや間ま様」

　リーラはゆっくりと進み出た。

「私は常に宮間様との間に友情を築きたいと願っています」

「メイドからの歯が浮うきそうな台詞は、十分の一くらいに取るようにしてます」

「争っていても益はありません。休戦するのはいかがでしょう」

「前も一回休戦するってことになって、結局和樹さんを攫さらわれちゃいました。そもそもドイツまでやってきた原因がそれです」

「今度は宮間様と手を組み続けないと、かなりまずいことになるかもしれません」

「わたし、リーラと一いつ緒しよにいてまずくなかったことなんてありませんよ」

　夕菜はあくまで拒きよ絶ぜつの姿勢だった。リーラは台詞に、わずかながらの深刻さを滲にじませる。

「私が姿を消したこと自体が問題になります。宮間様の捕ほ虜りよになったときとは違い、自分の意志で姿を消したと捉とらえられるかもしれません」

「それがどうかしましたか」

　夕菜にはリーラがなにを懸け念ねんしているのか、いまいち分からない。怯おびえているわけではないが、意識過か剰じようのようにも見える。

　リーラはわずかに微笑ほほえむ。

「私の部下や他の部隊が強きよう硬こう手段に出ることが考えられますので」

「メイドはいつだってそうでしょう。か弱いわたしに酷ひどいことばかりします」

「それへの意見は差し控ひかえます。ですが先ほど述べたことは本当です。ここで争っている余よ裕ゆうはありません」

「……そこまで言うなら」

　夕菜は不承不承うなずいた。内輪で揉もめていては敵の思うつぼだと彼女にも分かっている。ただリーラとの友好は考えたくなかったのだ。

「友情はともかく、手を組むのは承しよう諾だくします」

「ありがとうございます」

「一つ、条件を付けさせてください。和樹さんに手を出すのはなしです。手を組んでいる間中は」

「それは宮間様も、ですか」

「わたしはそんなこと……」

　リーラは首を傾かしげる。

「さすがに不平等だと思われますが」

「……分かりました。わたしもです。ただし日本に帰ったら別の話ですよ」

　夕菜は承諾する。リーラは和樹に向き直った。

「申し訳ございません。式しき森もり様にご苦労をおかけしそうです」

「そうなの？」

　と和樹。銀ぎん髪ぱつメイドは優ゆう雅がに腰こしを折って頭を下げる。

「私はこれまで、なるべく式森様を争いに巻き込まないよう努力してきたつもりです。にもかかわらず、ここまでご面めん倒どうをおかけしたのは不徳とするところ。本来なら進退をうかがうのも当然でありましょう」

　横で聞いていた夕菜が「辞める気あったなら、そっちを攻せめればよかったです」と呟つぶやいた。リーラは聞こえていないかのように続ける。

「ですが、ここで式森様から離はなれるわけにはいかなくなりました。私がこの場にいることによって、ＭＭＭは力ずくで襲しゆう撃げきしてくるかもしれません」

「リーラがいるからなの？」

「そうなってしまいます」

　まことに申し訳ありませんと、再び彼女は詫わびた。

　和樹と夕菜はきょとんとしていた。説明がいまいち理解できない。特に夕菜は不ふ審しんを滲ませている。

「リーラは自分のせいだと思ってるんですよね。じゃあなんでついてきたんですか。いつものリーラなら、和樹さんに迷めい惑わくかけられないとか言って、遠くから見守るだけとかにするじゃないですか。あ、付け加えますけど、別にわたしがリーラが嫌きらいだから言ってるんじゃないですよ。純じゆん粋すいな疑問です」

「それは……」

「それは僕が分かる」

　先に和樹が言った。

「僕がリーラを連れてきちゃったからじゃないかな。戻もどるに戻れないのかも」

「……式森様、どうぞお気になさらずに。私が式森様と共にいるのは、運命のようなものですから。他の選せん択たく肢しはあり得ないのです」

　リーラにとって和樹は絶対的な存在である。正式な主人ではないが、忠誠を誓ちかっている人物だ。その彼が手を引いてくれたのだから、これはなにをさておいても従うしかないのだ。

　そのことは、人の心の機き微びに疎うとい和樹ですら想像がついた。

「ご主人様の意志には従うのがメイドです。式森様直じき々じきに連れてきていただきました。この上ない光栄です」

　その台詞の端はし々ばしに、嬉うれしそうな感情が隠かくれていた。

　夕菜はなんとなく面おも白しろくなさそうに訊きく。

「リーラがここにいたがる理り屈くつは分かりました。けど、攻こう撃げきされるのはどうしてなんです。リーラが攻撃中止を命令すればいいじゃないですか」

「そうもいきません。恐おそらく……」

　なにか言おうとして、彼女は口を閉じた。代わりに耳を澄すます。

「……誰だれか来ます」

　その台詞せりふに窓まど際ぎわにいたレオニーが反応する。

「来るわけがねえだろこんなとこ。酔よっぱらいかヤク中がせいぜい……いや、待て」

　窓から外を覗のぞき、すぐに頭を引っ込める。

「メイドがこっちの方向を見ながら歩いてる」

　夕菜も見てみた。確かに女性がいる。街中に溶とけ込むような地味なコートだが、下に黒いスカートが見え隠れしていた。

「……確かにメイドです！」

　彼女はメイドを察知する能力が異常なほど高い。「匂におい」を感じるのだという。急いで武器の用意を命じた。

「お待ちください宮間様、あれは私の部下です。手て荒あらな真ま似ねは控えていただきたく」

「リーラの部下ってことは、あなたがここを密告したんですね!?」

　夕菜はコルト・ガバメント自動拳けん銃じゆうをリーラに突つきつけようとした。即そく座ざに安全装置を外す。

「やっぱりリーラとの休戦なんてなしです！」

　リーラは動じずに言う。

「いえ。約束を反ほ故ごにすることはしておりません」

「いつもならするじゃないですか！」

「否定はしません。ですが、式森様が私をお連れになりました」

　和樹の意志に従った以上、反する真似はしないということだ。

「恐らく、セレンが何人か偵てい察さつを放ったのでしょう。本来ならとっくに中隊を任せられていい人間です」

　夕菜はとりあえず、ガバメントを引っ込めた。

「あなたの部下自じ慢まんはともかくとして、あのメイドは退治しちゃっていいんですか」

「先ほど宮間様が顔を出されたときに、向こうも確かく認にんしたことでしょう。すぐにいなくなります」

　その言葉の通りだった。夕菜が慎しん重ちように覗くと、ちょうどコート姿が走って去って行くところであった。

「……撤てつ収しゆうします！」

　夕菜が宣言した。リーラも「それがよろしいでしょう」と言う。

「レオニー、どこでもいいですから、次の隠れ家になりそうな場所をピックアップしてください。リディアは一足先に逃とう走そう経路の確保を。関係ない人を勝手に殺さないようにしてください」

「えー、つまんない」

「そういう問題じゃありません」

　リディアは口を尖とがらせながらも外に行く。リーラはその様子を眺ながめていた。

「相変わらず、宮間様の部下はユニークです」

「素す直なおな娘こばかりですよ」

「私でもああいう人材は指揮できないでしょうね」

「わたしにメイドになれって話ならお断りです。それより」

　夕菜は腰に手を当てた。

「聞きそびれましたけど、他のメイドに攻撃される理由はなんです。どうしてリーラの力で中止にできないんですか」

「脱だつ出しゆつしなければなりませんし、簡潔にお答えしましょう」

　リーラは一いつ拍ぱくおいてから答えた。

「私がＭＭＭの敵になってしまうからです」




　一方、セレンは第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーを掌しよう握あくして戦せん闘とうを終わらせ、とりあえず「モルトケ・ハウス」まで引き上げさせた。

　第二装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーとの戦いは激戦だったわりに、たいした損害は出なかった。それでも負傷者は多い。

　だが問題は怪け我が人にんよりも行ゆく方え不明者。それも中隊長のリーラがいないことであった。さすがのセレンも大おお慌あわてである。とりあえずはリーラに和樹、夕菜の行方を捜そう索さくしなければならない。

「ロヴェルティーネ！　偵察チームはどうした!?」

　眠ねむそうなメイドが返事をする。

「六つに分けて出しました。ハンブルク市内から郊こう外がいにかけて回らせてます」

「高級ホテルなんかに泊とまるわけがねえ。ヤバそうな場所を見張らせろ」

「エルミーラのチームが、それらしい人ひと影かげを発見したって言ってます」

「とりあえずマークしとけ」

「へい」

　ロヴェルティーネはのんびりと喋しやべっていた。どんなときでも一定の精神状態を保つのが彼女の特技だ。ある意味もっとも安心できる。

「ミヤマの手下たちはどこにいんだ」

「シンシア大尉ハウスキーパーの部下が拘こう束そくしてるそうです。刑けい務む所しよ上がりの荒あらっぽい連中ですから、苦労してるみたいで……あー、待ってください」

　彼女は無線のインカムを耳に当てた。

「なんかうちのメイドがサリアってのを捕とらえたみたいです。ミヤマ様の部下でしょう」

「そいつ確かたちの悪い殺さつ人じん鬼きでム所にぶち込まれていたはずだぞ。全身拘束して見張りは二人以上つけとけ。あとでミヤマのことを聞こう」

「第二のメイドを十人近くぶちのめしたみたいで、引き渡わたし要求が来てますぜ」

「所定の書類を揃そろえて上層部に提出し、サインもらってきたらこっちで検討するって言ってやれ」

　セレンは書類仕事が大だい嫌きらいなだけに、なにをされたら作業が停てい滞たいするかを熟知している。書類が回って来たら来たで、不備を理由に突っ返すつもりであった。

　彼女はフランス製ゴロワーズタバコに火を点つけると、深々と吸い込んだ。ロヴェルティーネは紫し煙えんの行方を追っている。

「前に禁煙するって言ってませんでしたか」

「六回したからもう十分だ。リーラの姿を最後に見た娘は誰だ？」

「えーと、あたしとエーファですかね」

　セレンはエーファを呼んだ。眼鏡のメイドはしゃちほこばって敬礼する。

「エーファ・ノイビル一等兵、出頭しました」

　セレンはタバコを咥くわえながら手をひらひらさせる。

「挨あい拶さつなんかあとだ。第二とやりあってたとき、リーラの近くにいたろ」

「はい」

「なにやってたか分かるか？」

「通信機に指示飛ばしてました。ああいうときのリーラ様は、本当に横顔が凜り々りしくて、つい見とれるほどで」

　エーファが顔を赤らめだしたので、セレンは先をうながす。

「余計なことはいいよ。で、それから？」

　エーファは横目でロヴェルティーネを見る。眠そうなメイドは代わりに説明した。

「近くに着ちやく弾だんがあったんで頭を下げました。頭上げたら、中隊長はどこかに走って行くところで」

「止めなかったのかよ」

　思わず注意したものの、いちいち止めたりしないことはセレンも理解している。リーラがなにかおこなうとしたら、意図があるのが普ふ通つうだからである。

　しかしその意図とはなんだろうか。彼女に指揮を放ほう棄きさせる出来事があったのだ。

　ロヴェルティーネはなにかを思い出すような仕草をする。

「そういや走ってく姿が、誰かに引っ張られているようにも見えましたね。そんときは気になんなかったんですが」

「引っ張られた……？」

　その意見に、エーファもうなずいていた。

　セレンは眉まゆ根ねを寄せて考え込む。自分の意志によるものではないとしたら、また捕ほ虜りよになったか、あるいは誘ゆう拐かいされたのだろうか。

　即座にその思考を否定。そうだとすると、走っていたというのがおかしい。少なくともロヴェルティーネは当初疑問に思わなかったわけだし、戦場でリーラがやすやすと敵の手に落ちるとは考えられなかった。

「シンシアが捕虜にしたんじゃないだろうな」

「それはないようですね。向こうからこっちに中隊長への問い合わせが頻ひん発ぱつしてますから」

「じゃあ違ちがうか……」

　だとすると、リーラはもっと別のところにいることになる。それも誰かと一いつ緒しよに。

　一緒にいる相手は自然と絞しぼられてきた。

「……ネリー！」

　セレンは小こ柄がらなメイドを呼んだ。

　ネリー少尉パーラーメイドはリーラがもっとも目にかけているメイドだ。着任当初は弱々しくてとてもメイドの激務をこなせるように見えなかったのが、今では外見に似合わないたくましさを身につけている。

　ただリーラを慕したうことがはなはだしく、今はその反動か顔に血の気がなかった。

「リーラのことだが」

「見つかったのですか!?」

　いきなり喋り出したので、セレンは落ち着けと両手を下に動かす。

「まだだ。多分あいつは、シキモリのところにいる」

「シキモリ様のところですか……でも、でしたら連れん絡らくがあってもいいのでは」

「できない事情があるんだろ。多分ミヤマだな」

「は……あの方もご一緒に」

　ネリーは複雑な表情をしていた。彼女たちにとって、和樹は安心要素だが夕菜は不安要素だ。心情として「地球は滅めつ亡ぼうするかもしれませんし、しないかもしれません」と言われているのが近い。

「だとすると難しい問題なのでは」

「まあなあ。どうもミヤマはム所あがりを手下にしてるみてえだし……」

　そのとき、無線を手にしたロヴェルティーネが声をかけてきた。

「中尉ハウスメイド、なんか呼ばれてます」

「なんかじゃなくてはっきり言え」

「ＭＭＭの本部から連絡です。訓練本部管かん理り棟とうまで出頭してほしいそうです」

「してほしいってことは任意か」

「まさか。命令です」

「だろうと思ったよ」

　彼女はエルゼ少尉パーラーメイドを呼び出してあとを託たくすと、ロヴェルティーネを運転手にして訓練本部管理棟まで向かった。

　目的地は「モルトケ・ハウス」からかなり遠いところにある。舗ほ装そうされた道路をシュヴィムワーゲンで飛ばした。

　訓練本部管理棟の歩ほ哨しようには「着いた」とだけ告げて通過。最上階の一室にノックしてから入る。

「セレン中尉ハウスメイド、出頭しました」

　適当に敬礼をして、彼女はぎょっとする。

　室内には二名の女性がいる。片方はシンシア。それはまだいい。もう一人はセレンが写真でしか見たことのない人物だったのだ。

「ゼルマ・グーデリアン中佐ハウスホールドヘルパー……？」

　リーラの二代前の第五装甲猟兵侍女中隊長である。一代前が病気で短期赴ふ任にんに終わったため、実際は彼女が先代中隊長と言ってもいい。

　ゼルマは第五装甲猟兵侍女中隊長の任を終えたあと、結けつ婚こんによってメイドそのものから引退した。最近になってＭＭＭが呼び寄せたのである。

　彼女はメイド服ではなくスーツ姿だった。そのため有能な弁護士に見える。そういえばセレンは、ＭＭＭ本部が有能な人材を活用しようと、多くの退たい役えきメイドに声をかけているとの噂うわさを聞いた。

「知っていてくれてありがとう。でも、退役中佐ハウスホールドヘルパーね」

　とゼルマは言い、疑問を肯こう定ていした。

「はじめて会うわね、セレン中尉ハウスメイド。リーラからはあなたみたいな有能な人間が欲ほしいって、いつもせっつかれていたの」

「転属に骨を折っていただきどうも。なんの用でしょう」

　その口調にゼルマは苦く笑しようする。セレンはセレンで、相手が退役しているから遠えん慮りよがあまりない。

「ちょいと面めん倒どう事ごとが発生してまして、事後処理が大変なんです」

「その面倒事の話よ」

　ゼルマが言う。

「大まかなことはシンシア大尉ハウスキーパーから聴ちよう取しゆしました。あとで正式な報告書があがってくるでしょう」

「あたしの活かつ躍やくはかっこよく書いてありますかね」

　あえて軽口を叩たたいてごまかそうとしたが、ゼルマは話を逸そらそうとしなかった。

「一つ聞きたいんだけど、リーラはどこに？」

　言葉とは裏腹に、ゼルマの眼光は鋭するどく光っていた。幾いく多たの敵性コスチューム組織との戦いで武ぶ勲くんを上げ、主人一家の世話にも手を抜ぬかず、なにより部下にただ一つの不正もさせなかったメイドの視線。

　セレンの背に汗あせが流れる。それでもとぼけることを選せん択たくした。

「どこにいても無事です。くたばるような女じゃありません」

「そう言うと思ったわ。リーラの能力には疑いはないから安否は心配してないの。でもシンシア大尉ハウスキーパーによると、シキモリさんと一緒にいるってことになっている」

「…………」

「どこらへんにいると思う？」

「……さあ」

　セレンは明白な返答はしなかった。実際には情報があるのだが、そのことを伝えない。

　ゼルマは少しだけ眉まゆを顰ひそめる。

「第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーは誠実さを誇ほこっていたはずだけど？」

「噓うそはついていません」

「ごまかすのは誠実かしら」

「退役した方に言われましても」

　ゼルマは苦笑い。

「以前の第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーはそれは素す直なおな娘こばかりで、勤務中に飴あめをひとなめしただけで教会で罪を告白していたわ。修道院だってもう少し緩ゆるいって言い聞かせるのに骨が折れたわね。腹芸できる人間が増えたのはいいことよ……ではシンシア大尉ハウスキーパーに訊ききましょう。リーラの所在は判明しているの？」

「いいえ。ですが」

　シンシアは背を伸のばし気味にして、そう答える。

「現在のところ不確定情報ですが、ハンブルクの外れでそれらしき一団をみたとの目もく撃げき情報があります。中隊からさらに偵てい察さつチームを派は遣けんして確かく認にんしている最中です」

「結構ね」

　ゼルマはうなずく。セレンは腹の中で「あたしたちの通信を盗とう聴ちようしてやがったな」と罵ののしっていた。当然シンシアには聞こえていない。

「確認後は、リーラをすみやかに出頭させる予定です」

「その必要はないわ」

「……？」

　聞いていたセレンのみならず、シンシアの頭にも疑ぎ問もん符ふが浮うかぶ。

「なんです？」

「リーラとシキモリさんとミヤマさん、他のメイドに関しては発見次し第だい拘こう束そく。抵てい抗こうの場合は無制限の発はつ砲ぽう命令が出ました」

「え!?」

　セレンが叫さけぶ。

「ゼルマ中佐ハウスホールドヘルパー、なんで!?」

「退役中佐ハウスホールドヘルパー。それといまさら発砲について文句を言うつもり？　あなたたちは始終ドンパチしてるでしょう」

「無制限武器使用は規則第四十四条修正二項こうのあれでしょう!?」

「がさつのわりには勉強家なのね」

　褒ほめられてもセレンはまったく嬉うれしくなかった。

　第四十四条はメイド同士の交戦に関する条項である。修正二項は無制限武器使用について書かれており、そこには「あらゆる手段」と規定されているのだ。これは、それこそ所持していれば、核かく兵へい器きまで視野に入れることになる。

　メイド同士の交戦自体はもちろん奨しよう励れいされておらず、黙もく認にん扱あつかいになることが多い。にもかかわらず命じられたのは、交戦する片方が敵性分子とみなされたためだ。

　つまりこの場合、リーラだけではなく第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニー自体が敵と認識されたのだ。それも、ＭＭＭという自らの上位組織によって。

　セレンは顔を真っ赤にした。

「なんで!?」

「中隊は全すべての自己活動を停止し、第二装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーの指揮下に置かれるわ。別命あるまでこれらは解除されない」

「あたしたちがなにをした!?」

「中隊長のリーラが自らの意志で任務を放ほう棄きしたわ。目撃証言が出てる」

「なんで知ってる……」

　リーラが誰だれかに引っ張られていくようにして姿を消したことは、セレンが固く口止めしたのだ。なのにゼルマは、すでに承知していた。

「今後リーラは脱だつ走そうメイドとして扱あつかわれることになったの。中隊指揮官の任務放棄、脱走なんてＭＭＭ全体の名めい誉よに関かかわることよ。脱走に関する規定の第四十二条に抵てい触しよくすることも確認済み」

「リーラが脱走なんてするわけないだろう！　メイドの誇りと理想を固めたような女だ！　たとえいなくなったとしても、中隊やＭＭＭの方針に反することなんてしねえぞ！　メイドの評判に傷をつけることは絶対にしない！」

　彼女は自分でも知らないうちに、敬語を使うことを忘れていた。それほど怒おこっていた。

「リーラのことはあたしよりもあんたの方がよっぽど知ってるはずだ！」

「昔のリーラはね。人間は変わるものだから」

「変わるとしたらリーラじゃなくてあんたらの方だ」

　ゼルマはセレンの、怒いかりに満ちた瞳ひとみを正面から受け止めていた。少なくとも表面は、動どう揺ようした様子は見えない。

　すっと視線をそらす。

「……ＭＭＭ本部によって決定されたわ」

「ここまでのことなら、一個人の決定じゃなくて統合会議によって決定されたはずだ。全会一いつ致ちなのか？」

「その質問に明白な返答はしないけど、反対者がいたことは伝えておくわ」

「主流派が反対したんだろう。これは全部……反主流派の仕し業わざか……」

　セレンは口の中でうめいた。反対者がいたのなら賛成者もいたのは自明であり、会議を二分するようなことなら主流派と反主流派の争いしか考えられない。

　主流派と反主流派の争いは、端たん的てきにいえば和樹の取り合いである。和樹こそが究極のご主人様と思われており、自派に組み入れればＭＭＭ内での勢力は盤ばん石じやくのものとなるはずだった。

　リーラは以前の主人の関係上、主流派に属していた。反主流派は手を替え品を替え和樹を狙ねらっていたが、リーラ（と夕菜）によってことごとく防がれていた。そのため業ごうを煮にやし、強きよう硬こう手段を取ってきたのである。それも、かなり強きよう烈れつな。

　セレンはゼルマの目の前の机を力ちから一いつ杯ぱい叩たたいた。

「規則委員会に異議申し立てをする！」

「残念ね。なんのために退役中佐ハウスホールドヘルパーの私がここにいると思っているの？　正式ルートから命令を発さないため。規則委員会に怒ど鳴なり込んでも、とぼけられて終わりよ」

「でも命令みたいなもんだ！」

「腹芸よ。これも」

「……退役中佐ハウスホールドヘルパー、普ふ通つうは私だって辛つらいのくらい言いそうなもんですがね」

「言っても納なつ得とくしないでしょう」

　ゼルマはセレンの言葉を全て封ふうじた。そしてシンシアに言う。

「シンシア大尉ハウスキーパー、追つい跡せき及および確保はあなたの中隊に任せます。必要な措そ置ちは自由にとって構いません。分かりましたか？」

「…………」

「大尉ハウスキーパー？」

　シンシアはしばらくためらっていた。やがて意を決したように発言する。

「その命令、我が第二装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーではなく、他の中隊に命じていただくわけにはいかないでしょうか」

「あら、どうして。リーラ最大のライバルらしからぬ言葉ね」

「リーラとは、競きそう意味で切せつ磋さ琢たく磨ましてきました」

「決定よ。抗命は許されないわ」

「しかし……」

「二度は聞き返さないわよ」

　彼女は敬礼した。

「……了りよう解かいしました」

「シンシア!?」

　セレンが隣となりのメイドを見る。

「分かってるだろ、これは理り不ふ尽じんな陰いん謀ぼうだ！」

「私はＭＭＭ所属のメイドだ。命令には従い、本分を尽つくす」

「今はそういう場合じゃねえ！」

　返答はない。シンシアは回れ右をすると、無言で退出した。

　セレンはまだぐずぐずしていた。

「あなたも退出していいわよ」

　ゼルマに言われたので、代わりに睨にらみつける。

「シンシアはいなくなった。あいつは元々反主流派との繫つながりが強い。本音を言うには絶好のタイミングだ」

「そうね」

　ゼルマは椅い子すに座り直す。足を組み、背もたれがきしんだ。

「命令の取り消しはなし。そもそも命令というよりはお願いに近いのよ。反主流派としては、リーラのようなシンボリックなメイドに罪を着せることが有効だと思っているのね。実際、いつまでもシキモリさんと誓せい約やくしないメイドに価値があるのかとの意見は、主流派にも存在してる」

「妥だ協きよう案くらいあるだろ」

「とりあえずリーラ本人から話を聞くべきだと思うけど、難しいわね。反主流派はメイド憲兵隊も出動させているわ。有う無むを言わさず逮たい捕ほ、ひょっとしたら秘密裁判ね。でも、それはまだいい方」

　怒りに顔を染めていたセレンだったが、その言葉で一気に血の気が引いた。

「殺す可能性があるのか……！」

「ええ。だからせめてリーラを捕とらえなければ駄だ目め」

「だけどあいつ、へたに攻こう撃げきしたらシキモリを守るために反撃するぞ」

「そこが反主流派の狙いでもあるでしょうね。シキモリさんとリーラを同時に葬ほうむれる。あとミヤマさんも」

「なんてこった……」

　セレンは頭を抱かかえたくなった。リーラは和樹を助けるためなら全力を尽くす。相手が誰であろうとおそらく手を抜ぬかない。それこそが利点であるからだ。しばしば夕菜との戦いがエスカレートしたのもここに理由がある。

　仮に首しゆ尾びよく拘束したとしても、ＭＭＭの本部に連れて行かれてはおしまいだ。秘密裁判に弁護人はつけられるが、持ち込まれた時点で終わったようなものである。判決など聞かなくても分かる。

「手段がないわけではないわよ」

　ゼルマの台詞せりふにセレンは顔を上げる。

「どんな」

「言うわけにはいかないわ。退たい役えきしてるとはいえ、表だって脱走メイドの味方はできないもの。だけど、第二装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーにリーラを捕つかまえさせるのはくやしいわね。ああこれはもちろん、元第五の中隊長としての独り言よ」

「……つまり、誰よりも早く、あたしらがリーラを確保すればいいんだな」

「私はなにも言ってないわ」

「さすが元中隊長」

「接触できたら私にも連れん絡らくをちょうだい。元中隊長として世間話がしたいの」

「了解。どうも」

　セレンは簡単に礼を言うと、急いで部屋から飛び出した。




　　　　○




　第四十二条と第四十四条によって、リーラがＭＭＭから追われる身となったことは、すぐに知れ渡わたった。

　元よりＭＭＭのリーラと言えば、あらゆるコスチューム組織の中でも最高レベルの人材として知られている。その彼女が脱走し裏切り者扱いになったのだから、これはトップニュースであった。

　ＭＭＭ本部はもちろんこのことを伏ふせており、対外的にはなんの発表もしていない。だが決定を下した瞬しゆん間かんから情報は駆かけ巡めぐり、数刻のちには知らない人間がいないレベルとなっていた。

　もちろんこのことは、安宿を引き払はらおうとする夕菜たちの耳にも届いていた。

「めでたくＭＭＭの裏切り者ですね」

　と夕菜はリーラに言った。

「ある意味、わたしと立場が同じです」

「そうですね。着ている服にも意味がなくなってしまいました」

　そう言いつつも、彼女はメイド服から着き替がえようとしない。この服は魂たましいであり誇ほこりでもあるのだ。

　逃にげ出す支し度たくをしながら夕菜は訊きく。

「これからリーラはどうなるんです」

「追っ手が差し向けられるでしょうね。もしかしたら反主流派の息がかかった中隊が、攻撃してくるかもしれません」

「派手じゃありません？」

「そうならないことを願っています」

　支度はすぐに終わった。私物はあまり持っていない。逃とう亡ぼう者しやの宿命みたいなものだ。

　一行はなるべく静かに宿を出た。薄うす汚よごれた通りをまずレオニーが進む。彼女が露つゆ払はらいとなり、残りが後を続いた。

　異い臭しゆうと空き缶かん、ゴミ袋ぶくろが散乱している通りを進む。身体からだを晒さらさないように壁かべに身体をつけるようにして歩いていった。

「宮間様、あのメイドは目立つのでは？」

　レオニーは百九十センチオーバーの長身だ。リーラの疑問はもっともだったが、夕菜は「いいんです」と答えた。

「レオニーはどこにいても目立っちゃいます。だったら裏通りの知識を生かしてもらった方がいいです」

「なるほど。宮間様は人材配置も得意なようですね」

「おだてたってなにも出ませんよ」

　夕菜は背後を向く。

「和樹さん。大だい丈じよう夫ぶですか？」

「うん。なんかまた厄やつ介かいなことになるね」

「平気です。わたしと和樹さんの愛なら乗り越こえられます」

「そ、そうかな」

「二人の愛は不ふ滅めつです。愛のためならリーラとだって手を組みます」

　彼女は拳こぶしを握にぎりしめる。和樹はちょっとたじろぎながらも、「まあリーラと仲よくなってくれるなら……」と呟つぶやいていた。

　先頭を行くレオニーが足を止めた。

「隊長……どうも様子がおかしい」

　夕菜は彼女のもとへ近づく。

「どうしました」

「気配がない。人っ子一人見あたらねえ」

　言われてみると、周囲に建つボロアパートの窓は全すべて閉まっており、しんとしていた。足音や声もしない。

「いくらなんでも、まったく人がいないのは変だ。失業して昼から酒かっくらってるおっさんくらいいるもんだぜ」

「失業はともかく……確かにおかしいですね」

　夕菜もあたりに目を配った。ここまで人がいないということは、どこかに非常線が張られて近づくことを禁止され、住民は退去させられたのだ。

「引き返します！」

　いきなり、銃じゆう声せいが轟とどろいた。

　銃じゆう弾だんは夕菜たちの頭の上を通過していったが、身体を伏せさせるのに十分だった。続いて二発、三発と放たれる。さらにサブマシンガンらしき連発音。

　全員、伏せたまま這はいずって物もの陰かげに隠かくれた。

「隊長、前方にメイドだ」

　レオニーが叫さけぶ。夕菜は一瞬だけ顔を出して確かく認にん。道の向こうから射撃を続けていた。

「シンシアの部下です！　見覚えがあります」

「ああ。あそこで指揮してるのはルーシーって女だぜ。えらく興奮してるな」

「あれだけ優やさしくしたのに恩知らずですね」

　レオニーは「優しかったか？」と独り言。夕菜の絶え間ないプレッシャーによりルーシーは日に日にやつれていったのだが、今は元気そうだ。

　夕菜は後ろを振ふり返る。

「リーラ、そっちに横道とかありませんでした!?」

「ございます。待ち伏せも考えられますが」

「蹴け散ちらしちゃいます」

　彼女は指で合図し、しんがりのリディアに先を行くよううながす。

　小こ柄がらな身体が嬉き々きとして横道に飛び込んだ。スキップするように走って行く。夕菜たちはそのあとに続く。

　射撃音は背後からしかしない。横道の出口付近に人ひと影かげあり。メイドが一人だけいた。

「いたー！」

　リディアが二丁拳けん銃じゆうで突つっ込こむ。メイドの足を引っかけて転ばせる。驚おどろいたのか抵てい抗こうしていない。

「死んじゃえー」

「やめなさい！」

　リディアの襟えり首くびを夕菜が引っ張った。

「どうしてそうやって、世間を血まみれにしようとするんですか」

「だって隊長さんのことを見習っているから」

「わたしをそんな目で見てたんですか」

　夕菜とリディアのことはそのままに、リーラが倒たおれたメイドの所へ近寄る。

「怪け我がはないか？」

　メイドが気づいた。

「……リ、リーラ大尉ハウスキーパー」

　そのメイドは跳はね起きると直立不動で敬礼する。

「ヘルガ。この一帯は第五の管かん轄かつなのか？」

「はい。セレン中尉ハウスメイドの命令により一個小隊が派は遣けんされ、第二装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーに協力し封ふう鎖さ活動にあたっております」

「ふむ。それでセレンはなにか言っていなかったか」

「他に命令は受けておりません。えー、ですが、この横道より先には絶対に行かせるなと」

「私たちをここから通してはならないと命令されたのだな」

　リーラの問いに、ヘルガと呼ばれたメイドはちらちら後ろを確認しながら答えていた。

「ここから先には人員を配置せず……いえ、人員を配置していないために通してはならないと。特に道を抜けて左に折れ、二ブロック先で右に曲がった場所に白く塗ぬられたバンがキーを差し込まれたまま駐ちゆう車しやしてあるので、絶対に奪うばわれてはならないと言われました。本当です」

　台詞とは裏腹に、ヘルガはすまし顔だった。

　リーラは彼女のメイド服に付いた汚よごれを払った。

「分かった。では私からも言うが、ヘルガは悪あく辣らつな策に引っかかってしまい、我々を取り逃がしてしまったことになる」

「自分は精せい一いつ杯ぱい抵抗しました」

「努力とはしばしば報むくわれないものだ。昇しよう進しんの機会を逃のがしたな」

「誠まことに残念です」

　彼女は再度の敬礼をする。リーラは答礼をしてから和樹たちに言った。

「行きましょう。ここから先は安全です」

　再びレオニーが先頭に立って走る。ヘルガは「お気をつけて」と見送っていた。




　　　　○




　夕菜たちが潜ひそんでいた安宿からほど近い交差点の一角。

　そこには簡素なテントが立てられて、周辺封鎖の本部となっていた。無線用アンテナが林立し、メイドたちが忙せわしげに出入りしている。そのほとんどは、第二装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーの人間だった。

「逃げられた」

　テント内でシンシアは報告を受け、舌打ちした。その顔は、悔くやしそうな色で染まっている。

「銃じゆう撃げき可能距きよ離りまで追い詰つめたが逃とう走そうされた。あともう少しだったのにいつも私の指からすり抜ぬけていく。あいつは上級家政学校の頃から変わっていない」

「そりゃたいしたもんだ」

　セレンがいかにもつまらなさそうに答える。シンシアは彼女のことを睨にらんだ。

「まさかお前たち第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーが、手助けしたのではあるまいな」

「おいおいやめてくれ、言いがかりだ。あたしらはＭＭＭの命令に従ってる」

　セレンは心の中で「抜ける手は全部抜いたけどな」と付け加えた。が、なにも口に出して言う必要もない。

「なんであろうと、お前たちの中隊長がシキモリ、ミヤマと逃亡しているのは事実だ。重大な規則違い反はんだ」

「そうか？　ご主人様と一いつ緒しよなんだからどこにも違反はねえだろ」

「シキモリはいまだご主人様ではない。それにミヤマはＭＭＭ本部からもっとも危険な人間であると幾いく度ども注意令が発せられている。共に行動するのは言語道断だ」

「そこまでしてリーラを悪人にしたいのかね？」

　相変わらずの物言いに、シンシアはもう一度セレンを睨んだ。

「規則違反をただしているだけだ。それと、私は上官だ。次に無礼な態度を取ったら、メイド憲兵に逮たい捕ほさせる」

　セレンは口をつぐみ、両足の踵かかとを合わせると無言で敬礼をした。

　シンシアはなにも言わずに、部下と共に去って行く。姿が見えなくなってから、浅黒い肌はだをしたメイドは姿勢を崩くずし、唾つばを吐はく仕草をする。実際にはしなかったが代わりに毒づいた。

「あのイギリス女め。頭でっかちのインテリはこれだから」

　ネリーが駆かけ寄ってくる。

「セレン中尉ハウスメイド、あの……」

「おいネリー、シンシアより先にリーラを見つけるぞ。さもねえと、あいつ本当にメイド刑けい務む所しよに送られちまう」

「そんなことは……！」

　一気に顔を青ざめさせるネリー。セレンは「落ち着け」と言った。

「リーラのことになると、お前は大おお袈げ裟さなんだよ。そうならねえために先手をうてばいいんだ。エルゼたちはどうしてる」

「残った中隊をなんとか統とう率そつしています」

「あいつらどうしてんだ」

「爆ばく発はつ寸前だそうです。リーラ様の名めい誉よが汚けがされたんですから。将校が総出でなだめている状態です」

「これ以上向こうから人手を割さくのは難しそうだな」

「はい……」

　リーラはカリスマだ。第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーでは神にも等しい存在である。行ゆく方え不明だけならまだしも、ＭＭＭ通達によって敵同然にされてしまったのだから、不満も出てくるのは当然であった。

　セレンは隣となりにいる背の低いメイドに告げた。

「中隊に暴発はさせるなよ。反主流派に口実与あたえるだけだし、あいつらそれ待ってるんだ。今のところ動くのはあたしとお前だけだ。二人でなんとかする」

「はい」

「なんとかしてリーラと連れん絡らく取るぞ」

「どうやりましょう」

　まだ不安げなネリーに、セレンは声を潜める。

「ネリー、車運転していて渋じゆう滞たいに巻き込まれたら、お前は解消を待つタイプか？」

「ええ、まあ、はい」

「あたしは裏道行くタイプなんだ」

「どういうことでしょうか」

「シンシアの先を取るぞ」

　セレンは固い決意の下、そう告げた。
















　第三章










　安宿を脱だつ出しゆつした夕ゆう菜なたち一行は、車でひたすら逃走していた。乗用車は古びたボルボである。リーラが持ち主と交こう渉しようして手に入れた。失業したばかりというオーナーは、大金を積むと喜んで手放すことに同意した。

　万が一を警けい戒かいしてハンブルク市周辺をぐるぐる回る。尾び行こうがいないことを確かく認にんしてから、レオニーがナビゲーションをした。運転手はリディア。

「国道二十四号線を東に向かってくれ。そこの森の中に隠かくれ家がある」

「知らなかったー」

「あたしもだよ。前にサリアが打ち明けてくれた」

「ふーん」

「憲兵隊から逃にげていたときに潜んでいたんだそうだ」

　国道から横にそれ、狭せまい道に入る。サスペンションがへたり気味のボルボは、しばしば大きく揺ゆれた。

　木々の中に隠れるようにして、山小屋風の建物が見えた。

「あれだあれだ」

　停車。レオニーが先に中をうかがう。安全が確認されてから入った。

　外見は朽くち果てていたが、中は思ったよりも綺き麗れいだった。部屋は三つほどに分かれており、トイレはもちろんシャワールームもある。水を確認したら、ちゃんと出た。

「ここにいりゃあしばらくは平気だな。隊長、あたしは車をカムフラージュしてくるよ」

「お願いします。リディアは食料がないか確認してください」

「分かったー」

　レオニーは小屋の外に出て行き、リディアは別室へ向かった。

　その姿をリーラは興味深げに見つめている。

「……宮みや間ま様は珍めずらしい技能の持ち主ですね」

「いきなり嫌いや味みですか」

「そうではありません。犯罪者すれすれの人間を手足のように扱あつかうのですから、滅めつ多たにない統率力の持ち主だといえます。これだけの力量ならメイドとしても十分やっていけるでしょう」

「それ、前も聞きました。ノーです」

　メイドになることは彼女にとって悪夢に等しかった。メイドで評価できるのは着ている服だけである。

　リーラは苦く笑しようする。

「私としては、宮間様と同じ土俵で切せつ磋さ琢たく磨ましてみたい気持ちはあります」

「わたしはありません」

「では、式しき森もり様を巡めぐってはどうでしょう」

　その名を聞いた途と端たん、夕菜の目が吊つり上がった。

「どちらも手を出さないって約束だったでしょう」

「仮定の話です」

「和かず樹きさんで争うなら受けて立ちます。でも元々わたしのものをリーラが盗とろうとしてるんですから、忘れないでください」

「この段階で、争いは好みません」

「なにか勝負でもするんですか。色いろ仕じ掛かけ勝負とか止やめてくださいね。わたしまったく自信がありません」

「互たがいに利益になる方法を模も索さくしているところです」

　夕菜は言葉をいったん切ると、実に胡う散さん臭くさげな顔つきになった。もとより彼女はあらゆるメイドの言葉を信用していない。

「……利益なんてあるんですか」

「あると思います」

「どんな」

「それはこれから考えないと」

「腹案とかないんですか？」

「あります」

　リーラは答えた。

「ですが今はまだ、ちょっと。いくつか確認しなければならないこともありますので。要は私がＭＭＭのメイドとして復職し、宮間様が式森様とお幸せになればよいのです」

「そんなことできるんですかあ？」

「うまくいけばの話です」

　夕菜はリーラと和樹の顔を、交こう互ごに眺ながめた。自分が幸せになることはいいことである。和樹も一いつ緒しよなら特に。リーラのことは、まあそれなりに。

「……いいでしょう」

　と夕菜。

「あなたがやりようがあるのなら、止めません。むしろ積極的にやってください」

「ありがとうございます」

　リーラは静かに礼をする。

　夕菜はその姿を見つつ。

「……で、ＭＭＭのメイドの追放が解けない場合はどうするつもりなんですか」

「そうですね。式森様との逃とう避ひ行こうでも続けましょうか」

「駄だ目め、です！」

「おっしゃると思いました。そうならないために、手段を考えます」

「早く考えてください」

　念を押すように、夕菜は声を張り上げた。




　一方その頃ころ、セレンは自分の伝つ手てを総動員して連れん絡らくを取っていた。無線機に携けい帯たい電話、ファックスにメールまで活用して友人知人を呼び出している。

「おいジーナ、お前のかっぱらいを見み逃のがしてやったのを忘れたのか。ＭＭＭ本部でなにやってるか教えてくれりゃいいんだよ……待て、ロザンナからメールだ。なになに……第三装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーが動員された？　ジーナ、各中隊の動きは分かるか？　……一部で中隊の移動がはじまってるって？　もっと情報が欲ほしい。いくらでも教えてくれ。じゃあいったん切るぞ。……フレデリカ、待たせたな。リーラの件は法務部でも検討したはずだ。こないだダーツで負けた借りをチャラにしたけりゃ詳くわしく教えろ……規則上は瑕か疵しがないって？　馬ば鹿かこけ、規則ってのは穴があるのが普ふ通つうだろうが」

　そこにネリーがやってくる。セレンは携帯電話と無線機を肩かたで挟はさみ、キーボードを叩たたきながら「待ってろ」と告げた。

「……どこにも瑕疵はねえってなんだよ。なけりゃ作ればいいじゃねえか。なに？　誓せい約やく申しん請せいの日付？　それがどうした」

　フレデリカの言葉は、電波状じよう況きようが悪いらしく途と切ぎれ途切れにしか聞こえない。すぐに切断されてしまった。

「もしもし？　もしもーし……くそっ」

　ノキア製の携帯電話を叩きつけ、セレンは憤ふん然ぜんと腕うでを組んだ。

「恩知らずどもめ」

「あの、セレン中尉ハウスメイド」

「なんだネリー。いい知らせだろうな」

「正反対です。第三装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーに出しゆつ撃げき命令が下りました」

「さっき聞いたよ」

「それだけではなく、第九装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーにもです。アメリカからは第一騎兵カバレリー侍女メートヒエン中隊カンパニーが到とう着ちやくしてます。未確認ですが第四装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーも移動を開始したと」

「おい待て、じゃあ反主流派が動かしてるってことか!?」

「そのようです」

「戦争起こす気かよ……」

　彼女は一いつ瞬しゆん気が遠くなった。

「第九なんて、うさぎ中隊カニーヒエンカンパニーじゃねえか。あいつらオーストラリアにいるんだぞ？」

「命令はかなり前に発せられています。人員はすでに到着していると」

「やりやがって！」

　こうなることを予期して、あらかじめ移動命令を出していたのだ。リーラと夕菜相手にいかにも大おお袈げ裟さだが、あの二人が組んだのならここまで必要ということなのだろう。

　それにしても、四個中隊が動くとは大がかりであった。メイド同士の争いがここまでの規模になるとは前代未み聞もんである。

「空くう爆ばくでもしそうな勢いだな」

「戦せん闘とう爆ばく撃げき機きを動かすのは、さすがに難しいかと」

「反主流派を指揮してんのは、どうせ第二のシンシアだろ」

「いえ、第九のフィーネ大尉ハウスキーパーみたいです。第二はなんか表だって動かなくなったみたいで」

「へっ。リーラを取り逃がしたからやる気でも失うせたのかね」

「いい知らせもあります。第五〇一戦車パンツアー侍女メートヒエン中隊カンパニーにも命令が出ましたが、ご主人様が急病なので出撃が不能なのだそうです」

「あそこのご主人様って、ここ十年病知らずって聞いたぞ」

「そのはずです」

　つまり出撃しない適当な理由をでっち上げたのだ。グラフィーラ大尉ハウスキーパーはリーラの友人であった。

　改めてセレンはネリーに告げる。

「リーラに好意的なご主人様と中隊長をピックアップしとけ。いざとなったらこっちから連絡入れる」

「了りよう解かいしました」

　ネリーは部下に指示を出す。セレンはそれをぼんやり見ながら、頭では別のことを考えていた。

　多くの中隊が動員されて一いつ斉せいに捜そう索さくされては、いくらもしないうちにリーラたちは見つかるだろう。そうなったら捕とらえられて手が届かない場所に連れて行かれる。なにがなんでも先に発見しなければならなかった。

　彼女はふと思い出した。

「サリアっているだろ」

「あのシリアルキラーならまだ拘こう束そく中です。エルゼ少尉パーラーメイドが、一瞬でも目が離はなせないと言ってました。ボディチェックを三回もおこなったのに、まだ刃は物ものを隠かくし持っていたそうです」

「あいつどうにかして言うこときかせられねえのか。ミヤマに連絡つけたい」

「難しいと思われます。エルゼ少尉パーラーメイドが言うには、言うことをきかせられるのはミヤマ様くらいだと」

「八方ふさがりじゃねえか」

　セレンは苛いら立だたしげに床ゆかを蹴ける。ぐずぐずしてると反主流派に先手をうたれてしまう。あちこちから部隊を集めているのだ。捜索は数が多い方が有利に決まっている。

　そこに眠ねむそうな目をしたメイドがやってきた。

「あのー、中尉ハウスメイド」

　ロヴェルティーネがのんびりした口調で言った。

「エーファが話があるって言ってます」

「あとにしろ。ネリー、第二に知人とかいないか。足止めか内部情報が必要だ。ワイロが欲しけりゃいくらでもやるって言っとけ」

　ネリーは頭を振ふって、いないと意思表示。セレンは舌打ちする。

「くそっ。どうにかしてミヤマたちと連絡が取れれば交こう渉しようできんだけどな」

「あのー」

「なんだロヴェルティーネ。しつこいぞ」

「エーファがどうしてもってんで、連れてきてます」

　見るとロヴェルティーネの背後に、隠れるようにしてエーファがいた。相変わらずの気の小ささだ。

　面めん倒どうくさそうにセレンは訊きいた。

「なんかあったのか」

「あの……その……す、すみませんっ」

　エーファは思いっきり頭を下げた。

「シ、シンシア大尉ハウスキーパーが、リーラ様のことを知っていたのは私のせいなんです。リーラ様の行ゆく方えを訊かれてしまって、つい手を引っ張られながら走っていったって……」

「あー、あのことか」

　セレンはゼルマとの会話を思い出す。どこかで情報が漏もれたと思っていたら、身近にいたのだ。

　だが今となっては意味を持たない話である。セレンは手をひらひらさせた。

「いい、いい。次からシンシア大尉ハウスキーパーには気をつけろ」

「でもあの、名めい誉よ挽ばん回かいの機会を……」

「皿洗いの練習しとけ。こないだまた割ったろ」

「じゃあサリアと話をさせてください」

　虚きよを突つかれ、セレンはタバコを落としそうになった。

「なんだって？」

「捕つかまえているサリアは私のお姉ちゃんです。私ならどうやって接すればいいか分かってます」

　胡う散さん臭くさげな顔をするセレン。

「できんのか？」

「皿洗いよりは」

「よし。いいだろう」

　セレンはエーファ、ロヴェルティーネと一緒に中隊本部の一角に向かった。

　そこに簡易なテントが立てられ、歩ほ哨しようが二人見張っていた。どちらも過か剰じようなまでの武装をしており、あちこちに生傷がある。

　セレンは「あとはあたしたちがやる」と言って中に入った。

　中には椅い子すが一つだけあり、そこにサリアが縛しばり付けられていた。しかもチェーンである。ロープは地面に落ちていて、どうやらまた脱だつ出しゆつを計ったらしい。

「……お姉ちゃん」

　サリアが顔を上げ、エーファのことを見つめる。

　二人とも眼鏡着用でよく似ていた。ただ狂きよう気きとか殺意の面では、サリアが圧あつ倒とう的に上だった。

　サリアがいきなり機き関かん銃じゆうのように喋しやべりはじめた。

　面めん喰くらうセレン。理解できない言語であったからだ。もっと驚おどろいたのは、エーファが応じて喋り出したこと。

　言葉の応おう酬しゆうは短時間ですんだ。

「セレン中尉ハウスメイド、お姉ちゃんは、ミヤマ様やシキモリ様の居場所を教えるつもりはないみたいです」

「お前、今の言葉分かんの!?」

「ロマ語です。私たちの父親はロマですから」

「なんとか居場所を教えろって言ってくれ」

　再びエーファは姉と会話をしだした。ときおり身み振ぶり手振りを交え、激しく言い合いをしている。たまに顔が赤くなるのは、荒あらっぽい単語を使っているからのようだ。

「……教えて欲しければ二、三人殺させろって言ってます……」

「無理に決まってんだろ！　ああ、なんてこった」

　セレンは嘆なげく。こうしている間にも、時間はどんどん流れていくのだ。

「あの……もっと別な手段を使ってもいいでしょうか」

「なんだそりゃ」

　エーファは許可を待たず、サリアと話しはじめた。ただし今度は声を小さく、耳元にささやきかける感じで。

　しばらくののち、サリアの顔が赤くなり、そして青くなった。

　椅子に縛られているメイドは舌をもつれさせながら反論する。そこに被かぶせるようにエーファの台詞せりふ。理解できない単語がいくつも飛び交かった。

　やがてサリアは、途切れ途切れに台詞を口にすると、放心したようにうなだれた。

　エーファが小さくうなずく。

「分かりました。ハンブルクの東、シュメッテルリンゲの森です。そこの小屋にいるはずだと。前にお姉ちゃんが隠れるのに使ってた所です」

　セレンはぽかんとしていたが、やがて我に返った。

「あ、ああ。なあ、エーファ……お前なに言ったんだ？」

　サリアは鎖くさりで縛られたまま縮こまり、小刻みに震ふるえている。エーファはきょとんとした。

「普ふ通つうのことですけど……聞きたいですか？」

「いい。忘れてくれ」

　そう言うと、セレンはテントの外に向けて叫さけんだ。

「出しゆつ撃げき準備だ！　車の用意をしろ！」

「言うことききますかね。中隊長の逮たい捕ほに行くなんて伝えたら、中尉ハウスメイドもただじゃすまないと思いますぜ」

　とロヴェルティーネ。セレンは小声になる。

「そんなことはないと言い聞かせろ。ただ静かにやれよ、第二にバレねえようにな」

　彼女はエーファに「お前の姉ちゃんは解放するなよ」と告げると、自分も外に飛び出した。




　朽くちかけた小屋の中に生せい鮮せん食料品はなかったものの、保存食はかなり保管してあった。主に缶かん詰づめとレトルト食品。

　問題は調理の手段だが、ガスと電気が通っていない。薪まきである。発電機はあったので、車からガソリンを抜ぬいて使えるようにした。なので明かりはなんとかなった。

「これでお腹なかが減ることはありませんね」

　と夕菜は言う。

「サリアはなんでこんなに保管してたんでしょう」

「ここを殺人拠きよ点てんにするつもりだったんだろうな」

　レオニーが、部屋の明かりをつけながら答えた。

「しばらくここでほとぼり冷ますんだろ」

「そうですね……。疲つかれを取ってから、また移動しましょうか」

「げー」

「げーじゃありません。ずっとここにいたら、いずれ発覚しちゃいます」

　ほとんど逃とう亡ぼう犯はんのノリである。いい手が思いつくまではこうなってしまう。

　とりあえず休息。一行は部屋をバラバラに使うことになった。一番大きな部屋は和樹にあてがわれた。

「え、僕が？　いいよ」

　彼は断ったが、夕菜は聞かない。

「和樹さんはたった一人の男性なんですから、個室は当然です」

「でも一番広いのは……」

「夫ふう婦ふの寝しん室しつだからです」

　彼女は和樹の背中を押す。強ごう引いんに個室へと入った。当然自分も。

　後ろ手で扉とびらを閉める。室内には大きなベッドが一つと、クローゼットが備えつけてあった。

「さ、和樹さん。座ってください」

　和樹はベッドに腰こしかける。夕菜は隣となりに座った。

　彼女はじっと顔を見つめてくる。

「えへ……ようやく二人きりになれましたね」

「二人きりって……外にはみんないるけど」

「ここでは二人きりです。今までずっとリーラに邪じや魔まされてばかりで、わたしと和樹さんがこうやってすごすことってなかったじゃないですか」

「まあ……ね」

「それにわたしはメイドを率いることまでやらされてましたし、やっと普通の女の子に戻もどれました」

　にっこりと笑っている。

　和樹としては「普通」のあたりに訂てい正せいを入れたいようではあったが、なにも発言しなかった。きっと心のどこかで指し摘てきしているのだろう。

　代わりに訊いてくる。

「で……ここでどうするの？　寝ねる？」

「きゃって。もう、和樹さんったら。寝るだなんて」

　夕菜は頰ほおに両手を当てていやいやのポーズ。

「いきなりそんな、恥はずかしいです」

「いや睡すい眠みんって意味なんだけど……」

「でも和樹さんとなら、この部屋で……」

　顔をほんのり赤くして、上うわ目め遣づかいで訊いてきた。

　和樹は即そく答とうした。

「いいよ」

「はい……ええっ!?」

　夕菜の瞳ひとみが見開かれる。

「あっ、あの、寝るんですよ!?」

「うん。ベッドだし、寝る」

「わっ……わたしと……!?」

「うん」

　彼はうなずいた。

　夕菜の心には衝しよう撃げきと喜びが同時にやってきていた。どうせ断られるだろうと思って発した言葉が、受け入れられたのである。「寝る」というのは、もちろんあのことだ。あのつもりで言った。まさか了りよう解かいされるなんて。

　じっと和樹の顔を眺ながめる。

　彼女は、これから起こることを想像して興奮すると同時に、疑念も湧わいてきた。

　この人は本当に意味が分かっているのだろうか。こと男女関係の機き微びでは、鈍どん感かんという単語に重りをつけて海に放ほうり込んだような心をしている。とことんまで察しが悪くなるのだ。今の和樹が、まったく分かっていなくてただ寝ようと思っていることは十分あり得た。

　どっちだろう。目の奥を覗のぞき込んでも分からない。無数のはてなマークが漂ただよっているようにしか感じられなかった。
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「……和樹さん」

「なに」

「寝るというのは、あれってことですよ？」

「あれって？」

「女の子に言わせるつもりですか。とにかくあれです」

　和樹は目をぱちくりさせている。やはり意味が分かっていないのでは。

　夕菜はしばらく考え、そして決断した。

「分かりました。寝ましょう」

「そうだね」

「わたしも一いつ緒しよです」

「あー、うん。そう言うなら。でも夕菜も僕も疲れてるから、すぐに眠ねむっちゃうと思うよ」

「これから疲れることをするんです」

　まだ理解していない模様。痺しびれを切らした夕菜はベッドの上うわ掛がけを剝はいだ。

「さあ、ここで寝ましょう。二人きりですから誰だれにも文句を言わせません」

「そうかなあ」

「だってこのベッド、せいぜい二人用ですよ」

「だってそこにリーラが」

　和樹は扉を指さす。

　ちょうど銀ぎん髪ぱつメイドの白い手が、扉を開けたところであった。




　リーラはこの部屋、ベッドルームにやってきたばかり、ではなかった。

　外でやりとりを聞いていたのである。盗ぬすみ聞きするつもりはなかったのだが、和樹と夕菜の声が流れてきたのでつい耳を傾かたむけてしまった。

　当たり前だが、メイドは主人の私的会話を盗み聞きすることは禁じられている。明文化されているわけではなくて慣習であり、メイドのプライドとして受け継つがれている。

　ただしこれにも例外があって、戦せん闘とう中のような緊きん急きゆう時には主人の健康把は握あくのため許されている。主人がメイドにも明かさず、怪け我がを隠かくすケースがあるためだ。ひょんなことから家族に漏もらすことがあるため、会話を聞いていてもいいことになっていた。

　リーラは今を、戦闘時であり緊急時と解かい釈しやくしていた。だから二人の話に耳を澄すませていたのだった。

　そのまま胸にしまい、部屋から離はなれてもよかった。もちろん他の人間には話さずに。それもまたメイドとして立派な行こう為いだ。だが「寝る」の言葉を耳にした途と端たん、扉を開けて中に入っていた。

　彼女はベッドに並んで腰かける二人を見つめていた。

「式森様、宮間様……」

「ちょっとリーラ、邪魔しないでください！」

　文句を言ったのはもちろん夕菜だ。

「せっかくこれから……えーと、和樹さんとあれなんですから」

「それはどうでしょう。今は非常時です」

「映画じゃよくあるパターンですよ!?」

「ですが私の記き憶おくでは、どちらも式森様には手を出さないと……」

「そ、それは」

「宮間様がお決めになったことでは？」

　まったくの正論であったため、夕菜は言葉を詰つまらせた。

　彼女はしばらくぐずぐずしていたが、不承不承といった感じでベッドから立ち上がる。

「分かりました。わたしは食事の支し度たくをします。考えてみたら、寝るにはまだ早すぎました」

「あと私は宮間様に、ほんのりと友情を感じはじめています。これを無にしない関係を続けたいと存じます」

「わたしはまだ感じてません！」

　夕菜は部屋から出て扉を閉める。と思ったら開いた。

「リーラも約束破って手出ししちゃ駄だ目めですよ」

「式森様にお話があるだけです」

「手を出さないでくださいね」

　そして本当に閉まった。

　リーラはわずかに息を吐はく。和樹に向き直って、詫わびた。

「申し訳ありません。宮間様と話をすると、どうしても騒さわがしくなってしまいます」

「いいんだリーラ。ありがとう、夕菜と仲よくなろうとしてくれて」

　和樹が屈くつ託たくのない笑えみを浮うかべる。一いつ瞬しゆんリーラの顔が嬉うれしさに染まるが、慌あわてて引き締しめた。

「まだ宮間様との間には溝みぞがあります」

「そうかもね。僕からも夕菜に言っておくようにするから」

「いえ、私が直じかに宮間様のところに……。式森様のお手を煩わずらわせるわけにはまいりません」

「いいって。こうなったのも僕の責任なんだから」

　和樹は首を振ふる。

「僕はただの高校生で、それに優ゆう柔じゆう不断で、いつまでも流されるままなのがいけないんだ。夕菜とリーラに仲よくなってもらうための橋はし渡わたしをすることが、きっと僕自身のためにもなることなんだよ」

　はっきりと彼は語っていた。短い言葉だったが、力がこもっていた。

　リーラは心が浮き立ち、跳とび上がりそうになるのを懸けん命めいに抑えていた。和樹は優やさしく、それでいてしっかりとした芯しんを持っている。以前はそうではなかったが、今は主人としての心意気まで身につけようとしていた。

　和樹は自らの欠点を自覚しており、それを正そうとしている。すぐに直るものではないが、一歩ずつ進んでいることが手に取るように分かる。身体からだまで成長しているかのように感じられた。

　これこそ我が主人に相応ふさわしいとリーラは思った。とことんまで忠誠を尽つくすべき方であると。

　和樹が半ば夢ゆめ心ごこ地ちのリーラに言った。

「……リーラ、どうしたの。僕なんか変なこと言ったかな」

「い、いえ。式森様のお心に感じ入っていたところです」

「そんな立派なものじゃないと思うけど」

「とんでもございません。式森様はご自分の足りないところを補おうと努力しておられます。私も見習わせていただきます」

「オーバーだなあ。僕は夕菜を見習ったんだ」

　浮き立っていた心がすとんと落ちる。

「……宮間様ですか」

「うん。夕菜って、結構努力家なんだよ」

　屈託なく彼は話した。

　それは事実である。夕菜は学校の勉強から日常の家事に至るまで高いレベルでこなすが、これらは日ごろの努力のたまものである。手を動かさずに覚えることはあり得ないのだ。

　そのことはリーラ自身も日本にいるときから何度も見ていた。だから知っていると言えば知っている。

　銀髪のメイドは胸を少し押さえた。

「あれ、どうしたのリーラ」

「なんでもございません」

「具合でも悪くなった？」

「体調には気を遣つかっています。ご主人様より先に具合が悪くなってしまっては、メイドとしての資質を問われてしまいますので」

「それは……ごめん」

　思わず謝った和樹に、リーラは続けて言った。

「どうぞ謝罪なさらないでください。式森様に疑問を感じさせてしまうこと自体、私の不徳です」

「そんなオーバーな」

「ＭＭＭのメイドはそういうものです。ご主人様に対し、いかに忠節を尽くすかがモットーとなっております。ですが……」

　彼女は和樹に知られないように、密ひそかに息を吐いた。

「感情はまた別の話になります」

「？」

「式森様が宮間様の話をされたとき、心に痛みがさしました。やはり私も人間ではあるのです」

　疑ぎ問もん符ふを浮かべたままの和樹。リーラは極力語調を変えないよう努力した。

　カーテンを閉めて蛍けい光こう灯とうを点つける。彼女の表情は、決心に満ちていた。

「先ほど、私は式森様とお話があると言ったと思います。少し自分語りをしてしまいますが……」

「うん、いいよ」

「他の誰にも話していないことです。子供の頃ころの私はとても裕ゆう福ふくとは言えない生活をしておりました。父の顔は見たことがなく、母は常に酒に溺おぼれていたからです」

「え……」

「私は母を反面教師としていました。心が弱く、どこだろうと出会った男に身を任せ、常に酒さか瓶びんを手放さない母を軽けい蔑べつし、一人で食事を作って一人で食べていました。母がいなくなったのは四歳の頃だと思うのですが、これが記憶にないのです」

「…………」

　和樹は黙だまって聞いていた。リーラはなるべく静かに喋しやべっていた。

「私は施し設せつに引き取られました。その頃、母を軽蔑していた私は、そもそも女性という存在を信じていなくなっていました。施設では常に男の恰かつ好こうをしようとし、言こと葉ば遣づかいもたいそう荒あらかったそうです。その頃の施設には管理する人間以外に、黒く長いスカートを穿はいて、ヘアバンドをした女性が手伝いに来ていました」

「それって……」

「はい。メイドです」

　にっこりとする。

「もちろん私はメイドなどという存在は知りませんでした。その女性もすぐに来なくなってしまいましたから。ただ人の下で働いている女性なので軽蔑だけしていました。そこで決心したのはああはなるまいということです。他人に雇やとわれるような大人にはなるまいと。そこで私は近所にある図書館に籠こもって、ひたすら勉学に励はげみました。朝から晩までずっと一人で本を読み、もらい物のノートに書き写し、帰宅してからは三段ベッドの一番下で読み返す。視力が低下しなかったのは奇き跡せきの一種でしょうね。学力はかなり向上しました。同年代の子たちよりも上であるとの自信もありました。その頃私は、一人の少年に出会ったのです」

「少年？　リーラと同い年くらい？」

「そうです。名前も知らずどこに住んでいるかも知りません。お互たがいに図書館にいるだけの存在です。どちらが先に話しかけたのかは忘れましたが……いつしか簡単な会話をするようにはなりました。そこで分かったのは、彼もまた母親に捨てられた身であるということです」

　リーラの声はあくまで平静だ。和樹はいつしか聞き入っていた。

「私は我が身に照らし合わせました。彼もやはり母を憎にくんでいるのであろうと。ところが違ちがうのです。彼は母親を憎んでなどいませんでした。むしろ同情しており、深い愛情を寄せていました。男に騙だまされた哀あわれな女性だったが、嫌きらいになったことは一度もないと。理由を聞いたところ、母親が他人のために働いているところを見てから、そう感じるようになったのだそうです」

「それって……ひょっとしたらリーラが住んでるところの」

「お察しの通りです。彼の母親はパートタイムでメイドもしていました。いなくなったのは男に騙されて駆かけ落ちをしたからだそうです。それでも彼が愛情を寄せていたのは、メイドの賃金のおかげで服を買え食べ物を買えたからです。それがどんなに安くても、感謝しているのだそうです。もっとも、聞いたところで意味が分かりませんでした。意地もあったのだと思います。当時の私を動かしていたのは怒いかりでしたから。ただしばらくすると、私の中の女性を軽蔑する心は、噓うそのように消え去っていました」

「…………」

「それからの私は女の恰好をするようになりました。もっとも勉学に励む癖くせだけはどうしても抜ぬけずにいて、まともに異性と会話をしたことがほとんどない有様です」

　リーラはふうと息を吐いた。一気に喋ったせいか、喉のどに渇かわきを覚えていた。

「……私は成長してから、家政学校へ入学する道を選びました。ただの偶ぐう然ぜんです。生活するためのスキルを一番得られる学校を選んだだけですから。そこではじめてＭＭＭとメイドの存在を知ったのです。初日に教官にメイドに向いていると言われ、今はこのような地位に就ついています」

「えーと……その、図書館で会った彼は」

「それっきりです。名も知りません。実ははじめて式森様の写真を拝見したとき、一番最初に思い出したのが彼のことなのです」

　和樹は驚おどろいた。

「僕に似てるの？」

「これがまったく似ていません。少年は典型的な北部ドイツ生まれの顔つきですから。ただどういう理由か、式森様と重ねてしまったのです。恐おそらく、自らの運命を左右する人間がいるとしたら、その少年が一人目であり、式森様が二人目です」

「それはなんていうか……光栄だね」

　彼女にそんなことを言われると、むやみに緊きん張ちようしてしまう。

　リーラはすすっと和樹に近寄った。彼は気づいていない。

「当初私は、式森様を新たなご主人様としてのみ見ておりました。ですが今は、もっと別な感情に支配されています。先ほどの式森様から宮間様への言葉に嫉しつ妬と心を抱いだいてしまったのは、そうした感情の発はつ露ろです」

「ご、ごめん。なんか難しい単語が並んでる」

「式森様」

　リーラは和樹にかなり接近していた。彼が気づいたときは、ほとんど身体が触ふれ合わんばかりの距きよ離りだった。

「ドイツ生まれの、幼少期に母親に捨てられ、ろくに異性と触れることもなかった哀れなメイドのことはお嫌いですか？」

「え、え……」

「女としての魅み力りよくもありませんか？」

　和樹は目を白黒させている。元々他人の感情の機き微びに疎うとい上、立て続けに言葉を浴びせられると混乱してしまうのだ。それにリーラは大変な美人だ。迫せまられると、余計パニックになってしまう。

　ぐっとリーラの顔が迫る。その綺き麗れいな瞳ひとみに、和樹は茫ぼう然ぜんとしたまま捕とらえられていた。

　と、その時。

「かーずきさん」

　扉とびらが開く。

　明るい顔をした夕菜が入ってきた。

「そろそろ食事を……あら？」

　彼女は室内を見回す。

　和樹の姿はどこにもなかった。




　和樹と、そしてリーラが室内にいないのは道理でもあり、間ま違ちがってもいた。二人は壁かべに据すえられたクローゼットの中にいたのである。

　夕菜が近寄ってくるのを察知するや、リーラが和樹の手を取って引っ張った。そしてクローゼットを開けると二人して飛び込んだのである。

　彼の意志だとは言い難がたい。リーラが強ごう引いんに連れ込んだようなものであった。

「あの……リーラ」

「なんでしょう」

「狭せまいんじゃないかな」

「そうでしょうか」

　クローゼットの中に服はなかった。空っぽであり、だから二人とも入れたようなものだ。それでも狭いことには変わりない。

「狭いと思う」

「そうかもしれませんが、あまり動くと宮間様に気づかれてしまいます」

　和樹はクローゼットの隙すき間まから室内を覗のぞく。夕菜は「どこに行ったのかしら」などと言いながら、ベッドに腰こしかけていた。

　彼は声を潜ひそめる。

「出た方がいいかな……」

「誤解されると思いますが」

　和樹はリーラの顔を見る。

「……誤解されるなら、なんでリーラは僕をこんなところに連れ込んだのさ」

　珍めずらしいことに、銀ぎん髪ぱつのメイドは少し考えるような仕草をした。自分でもどうしてこんなことをしてしまったのか、理解できないようだった。

「何な故ぜでしょう。宮間様と互いに手出しはしないと約束したはずでした」

「君らしくないね」

「きっと式森様とこうやってお近づきになれるチャンスだと思ったのかもしれません」

「これって物理的に近づいてないかな」

「もちろん、そっちの方です」

　クローゼット内で二人は立ったままだ。向かい合っているので抱だき合うような恰好になる。狭いので身体からだはぴったりと密着していた。

「こういうの、マンガで見たことある……」

「私もセレンが購こう入にゆうした私的販はん売ばいの冊子で読んだことがあります」

「それって……ひょっとしたら同人誌のこと？」

「はい。選挙権のある人間でなければ読めそうにないマークがついておりました」

　つまり、未成年者お断りの内容であるということだ。のほほんとした内容ではないことは明らか。説明されなくても分かる。

　和樹は唾つばを飲み込む。

「で……なんで僕とリーラはここにいるんだろう」

「成り行きというものです」

「そのわりには僕のことを引っ張ってなかったかなあ」

　ほのかに香かおりが漂ただよっている。リーラが香こう水すいをつけているのだろう。和樹の中には急速に、彼女はメイドであり女性でもあるとの意識が芽生えてきた。

「……私はとても嬉うれしかったのです」

「なにが？」

「式森様が私の手を取り、あの戦いの場から連れ出したことです。この上ない幸せを感じておりました」

「僕は、君と夕菜に仲よくなってもらいたかったから……」

「それでも式森様と触れあえたのは天にも昇のぼる心持ちでした」

　うっとりと囁ささやくリーラ。

　和樹の背中はしっとりとしてきた。

「暑いのですか？」

「うん、まあ」

「クローゼットは天てん井じように穴があいていませんから、どうしても熱がこもってしまいます」

「早く出ないとね」

「お脱ぬぎになりますか」

「え？」

「お召めし物をです」

　思わずまじまじとリーラを見つめてしまった。

「……え、えーと、女性の目の前で服を脱ぎ出すのはちょっと」

「式森様にご不快な思いをさせ続けるわけにはいきません。なんでしたら、私にお任せいただければ」

　指を伸のばしてボタンを外そうとする。和樹は慌あわてて言った。

「着たままでいいよ！」

「それは失礼いたしました」

「……なんで残念そうなの？」

　リーラは直接返事をしない。ただ和樹のことをじっと見つめていた。

　二人の背はほぼ同じだ。これはリーラがドイツ人で、日本の女性よりも背が高いからで、おかげで真正面から向き合うことになっている。

「……リーラ」

「なんでしょう」

「君、なんかその、すごく綺麗だね……」

「はじめて式森様からお褒ほめの言葉をいただいた気がします」

「言ったことなかったかな……」

「式森様もとても魅力的でいらっしゃいます」

「ぼ、僕はそんな」

「先ほどの話の続きとなりますが、式森様が私の人生を変える人であることは、確かだと信じています。でなければ、式森様を前にして高鳴る胸や、宮間様と楽しそうに会話をしているときのかすかな痛みは、どうやって説明すればよいのでしょう」

「ど……どうなんだろうね……」

　戸と惑まどい続ける和樹。

　リーラは言葉を切ると、幾いく度どか瞬まばたきをした。

「ひょっとして……式森様は、私に女としての魅力に欠けるとおっしゃりたいのですか？」

「そんなことはないよ。リーラはびっくりするくらい美人だって」

「でしたら、そろそろ気づかないふりをするのは止やめていただきたいと思います」

　彼女は和樹の右手を取る。自分の身体を押しつけると同時に、手を後ろに持っていった。腰の下あたり。

　彼は手の感かん触しよくに跳とび上がりそうになる。

「リ、リーラ!?」

「お静かにしていただかないと、宮間様に見つかってしまいます」

「君ってこんなことする人だったっけ!?」

「私は式森様に自分の過去をもお話ししました。もうためらったりはいたしません」

　ぐいぐい身体を押しつけていた。豊かな二つの胸の感触が、服の上からでもはっきりと分かる。

「式森様……」

「リー……ラ」

　頰ほおに温かな感触。リーラの唇くちびるが触れたのだ。

　唇同士でないのは、リーラの照れだろうか。和樹はしばらく口をぱくぱくさせた後、首を後ろに反らして引き剝はがす。

「リーラ、なにを……！」

「イタリアでは挨あい拶さつと同じです」

「君イタリア人だったっけ!?」

「いいえ」

　また唇を押しつけてきた。

　じたばたする和樹。だがクローゼットの中にいることも相まってろくに動けない。さらに室内には夕菜が居るので、余計に騒さわげなかった。
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　リーラの手つきに遠えん慮りよがなくなる。顔から首を触さわり、汗あせばんだ背中をなで回し、ズボンにまで手を伸ばす。

　和樹は目を見開いた。

「やばいって！」

「式森様は十七歳。私たちの基準では遅おそすぎるくらいです」

　彼女は和樹の左手を摑つかみ、強ごう引いんに胸に当てた。リーラの身体はぴくっとする。

「あ……」

「ええええ、ぼぼぼ僕なにかした!?」

「その……式森様と一いつ緒しよにいるとどうしても感じやすくなってしまうのです。いけないことでしょうか」

「いけなくはない、と思う……」

　自分の言葉に恥はずかしくなったのか、リーラは顔を背そむけていた。ただ薄うす暗ぐらい中で頰を染めているため、キュートさと色気を醸かもし出している。

　リーラは和樹よりも年上だが、どこか幼さを残している。その彼女が恥ずかしさを表しているのだから、和樹はどきどきが止まらなかった。

「式森様……」

　なにかを訴うつたえるような瞳ひとみとなるリーラ。

「私が求めていることはお分かりのはずです」

「とぼけていいかな……」

「ここまでしているのに私を放ほうっておくつもりなのですか。これ以上ご自分の忍にん耐たいを試ためすつもりなのですか？」

　目が潤うるんでいる。しがみつかれた。

「メイドの身分でこのようなことをするのは許されないことです。ですが、私は……」

「リーラ……」

　彼女は和樹に抱だきついた。彼の背中がクローゼットの扉とびらに当たる。

　かちゃりと音がした。

「あ……あらあらあら!?」

　ロックが外れる。二人は室内に転がり落ちた。

　和樹は最悪の事態を予想した。何度か転てん倒とうしたのち、急いで起きあがる。

「待って夕菜、これは誤解だ。実はクローゼットの中の金具が外れて僕とリーラで修理を……あれ？」

　誰だれもいない。室内は空っぽだった。

　また音がして部屋の扉が開く。夕菜が顔を出した。

「和樹さん、やっぱりここにいたんですか」

「ゆ……夕菜。さっきまで部屋にいたのかと」

「誰もいなかったから、他のとこを捜さがしに行ったんです……なんで知ってるんですか？」

　首を傾かしげたので、和樹は慌てて打ち消そうとする。

「いやいやいや、なんとなく」

「そうですか……あら、リーラ」

　銀ぎん髪ぱつのメイドは両足を揃そろえ、礼をした。

「宮間様」

「なんで和樹さんと一緒にいるんです？　またメイドってことを利用して、ベタベタしようってことじゃないでしょうね」

「まさか」

　と否定したのはリーラではなく和樹。クローゼットのことが知られたらただではすまない。ここはとぼけるのが得策であろう。

　彼は、横にいるメイドも同じことを言って補強してくれると信じていた。というか、それが当然だと思っていた。

　だが発せられた台詞せりふは彼の予想を完全に覆くつがえすものであった。

「ベタベタどころではありません。私は式森様を自らのものにしようとしていました」

「……え」

　夕菜どころか、和樹までぽかんとする。

「私はメイドとして、式森様と誓せい約やくするつもりです」

　断固としたリーラの口調に、二人はただただ目を丸くするのだった。




　誓約とは、メイドが主人となる人物に忠誠を誓ちかう儀ぎ式しきである。これをおこなうことによって主人は晴れてメイドを所有することになり、ＭＭＭの正式会員となる。

　正式会員に一度なってしまえば、あとは終身である。よほどのことがないかぎり剝はく奪だつされることはない。歴代の会員には各国の首脳や王族までいる。あまり知られていないが、冷戦時には共産圏けんにもかなりの数がいた。

　だがメイド中隊の数そのものは少ない。そのため、会員でありつつメイド中隊を所有している主人はほとんどいなかった。大半はかつてメイド中隊を所有していた人間ばかりである。

　和樹はその希少価値とも言うべき「メイドを実際に持っている主人」になろうとしていた。しかも、あのリーラからの申し出によって。

　これがどれだけ重要か。知らないのは当の和樹くらいであり、当然承知している夕菜は泡あわを吹ふいた。

「ななななななな、なに言ってるんですか！」

　髪かみが逆立ち、リーラに食ってかかる。

「そうやって和樹さんに手を出そうというのですね、この泥どろ棒ぼうメイド！　やっぱり休戦は破は棄きです！　破棄！」

「どうか落ち着いてください。お怒いかりはもっともなことだと思います」

「分かってるなら覚かく悟ごしてください！」

　夕菜は片手を天てん井じように向けた。怒りに身を任せ、魔ま法ほうを発動させるつもりだ。

　対照的にリーラは冷静だった。

「私が式森様と誓約するのが、この状じよう況きようを打開する唯ゆい一いつの方法なのです」

「……なんです？」

「まず、魔法を中断してください」

　リーラは和樹と夕菜に、腰こしかけるよううながした。

「ＭＭＭの反主流派は式森様を手に入れるのが目的です。そのための妨ぼう害がいとして宮間様に頼たよってきました」

「妨害と言われると、わたしとしても反論したくなります」

「今は控ひかえてください。とにかく式森様を手に入れようとしてるのなら、そっちを防げばよいのです。私と式森様が誓約すれば、自動的にＭＭＭの会員となり、主流派に所属するでしょう。そうすればもはや手出しはできなくなるのです。意味がありませんから」

　この説明に、和樹はともかく、夕菜は実に不ふ審しんそうな表情をしていた。

「……そんな簡単な話なのですか？」

「はい」

「だったらなんで反主流派は、ブランデンブルク部隊とか色んな手を使って妨害してたんですか」

「簡単だからです。誓約の申しん請せい書しよはとっくに提出されていますが、反主流派が書類停てい滞たいを言い訳にして一向に受理されていません。その隙すきに式森様を手に入れる、あるいは非常手段として亡なき者にするつもりだったのです」

　和樹は「ひえ」と呟つぶやいていた。殺される危険まであったのだ。

「今までの反主流派は宮間様をそそのかして、私たちに圧力をかけていました。ですがもう、なりふり構ってられなくなったのでしょう。私ごと葬ほうむるつもりです」

「ちょっと待ってください。そういえばリーラってＭＭＭから追放か資格停止じゃありませんでした？」

「そのようです」

「でしたら和樹さんとリーラの誓約は意味がないんじゃありません？」

「ところが誓約の申請書はそれ以前に出したもので、しかも前ご主人様が推すい薦せん状を添てん付ぷしています。あとはしかるべき人間のサインがあればオーケイです」

「じゃあ、和樹さんとの誓約は、妨害さえなければ上う手まくいくはずで、おこなってしまえばあとは安あん泰たいなのですね」

「そういうことです。ご理解いただき感謝しております」

　リーラは頭を下げる。

　夕菜は数度うなずき、改めて牙きばを剝むいた。

「でも駄だ目めです！　やっぱりリーラが和樹さんを独り占じめしようって魂こん胆たんじゃないですか！」

「気づかれましたか」

「普ふ通つうは気づくんです！　和樹さんをものにするって言ってたくせに！」

「私の式森様への想おもいは真しん摯しです」

「少しくらいオブラートに包んだらどうですか！　やっぱり許せません！」

　再び呪じゆ文もんを唱えようとする夕菜。和樹は姿を消したくなったが、リーラはまだ慌あわてていなかった。

「では宮間様が、式森様と婚こん姻いんなされたらどうでしょう」

「……はい？」

　目をぱちくりさせる夕菜。

「私のご主人様は式森様ですが、宮間様との婚姻は別の話です。婚姻なされば宮間様は満足なさるのではないでしょうか」

「婚姻……結婚のことですよね」

「はい」

　夕菜はしばらくぽかんとしていたが、見る見るうちに頰ほおが緩ゆるんでいった。

「いえ……そんな……結婚なんて……」

　身体からだをくねくねさせる。「やだ」「恥ずかしい」などと呟いていて、頭の上にはいくつものハートマークが乱らん舞ぶしていた。今までの怒りは、全すべてどこかに飛んでいってしまったかのようだ。

　リーラが念押しのように訊きく。

「宮間様に拒きよ絶ぜつする理由があるのですか？」

「も……もちろんありません！　わたしと和樹さんが結婚……もう本当にそうじゃなきゃ駄目です。前世からの約束です。決定です」

「では、このまま進めてよろしいですね」

「はい！　もうどんどん進めちゃってください。むしろ玖く里り子こさんや凜りんさんがいないうちに既き成せい事実にしちゃいましょう！」

　リーラはもう一度、深く頭を下げた。

「かしこまりました。手配は全てお任せください」

「お願いします……。きゃっ、もう、リーラってとってもいいメイドですね！」

「恐きよう縮しゆくです」

　夕菜はにやにやしながらくるくる回り出している。なにやら呟いてもいるが、どうも「結婚後の生活と子供の数について」らしい。和樹はただ啞あ然ぜんとするのみだ。

「ねえリーラ……」

「申し訳ございません。なるべく声を小さくするようお願いいたします。宮間様はしばらく夢の世界にいらっしゃりたいようですので」

「どうせ気づかないよ。それより、僕と夕菜を結婚させるのって本気なの？」

「はい。私との誓約も、です」

「でもさあ」

　彼は続けて喋しやべることができなかった。リーラが人差し指を立てて、唇くちびるに当てていた。

「なにをおっしゃりたいのか分かります。どうかそのことは、まだご内密に」

「う、うん……」

　予想以上に真しん剣けんな頼たのみだったため、思わず和樹は承しよう諾だくしてしまった。

　夕菜はまだ、メリーゴーラウンドみたいに回転を続けていた。




　　　　○




　夜間になると森は暗く、静かになる。国道二十四号線から少しでもそれると、そこはもう中世の暗黒と変わらない。

　ライトの光量を落とし、エンジン音を絞しぼった車列がやってきたのは、夜も十一時を回った頃であった。先頭のヴォルフ小型トラックに乗っているセレンは、窓から腕うでを出して「止まれ」の合図をした。

　車しや輛りようの群れは路ろ肩かたに寄せて停車する。セレンは真っ先に下りた。

「ここの奥にいるはずだ。ロヴェルティーネ、先行しろ」

　眠ねむそうなメイドは「了りよう解かい」と言うと、森に分け入っていく。

　道路沿いは整備されていて下生えもそんなにないが、奥に行くにつれてあちこちに根が張りだし、大きな石がごろごろしている。暗くら闇やみなので、油断すると足を取られてくじいてしまいそうになった。

　やがてロヴェルティーネが報告してくる。

「ありやした。情報通りです。この先に朽くちかけた小屋があります」

「人の気配は？」

「いますね。一見無人にも見えますが」

「ミヤマもリーラも勘かんは鋭するどいからなあ」

　すでにこちらの接近を予期し、電気を消して戦せん闘とうの準備をしているのかもしれない。だとすると厄やつ介かいだし、中隊のメイドたちはリーラと戦うことを断固拒きよ否ひするだろう。セレンだって御ご免めんこうむりたい。

「ネリー、無線を」

　野戦用の近きん距きよ離り無線機を持ってこさせた。ネリーが不安そうな表情をしている。

「あの……リーラ様の所へ行かないのですか」

「顔を出して撃うたれたらどうすんだ」

「リーラ様はそんなことをなさいません！　それに……もし撃たれてもリーラ様なら光栄かと……」

「それ、他のメイドの前で言うなよ」

　セレンは無線のダイヤルを操作する。

「あいつらの無線チャンネルは……ここあたりかな。あーあー、聞こえるか？　聞こえたら返事してくれ。どうぞ」

　送話ボタンから手を離はなし、しばらく待った。




　何者かの接近に、真っ先に気づいたのは例によって夕菜だった。ほとんど間を置かずにリーラ。

「誰だれか来ます」

「ここも発見されたようですね」

　夕菜は小屋の明かりを消し、外を観察する。真っ暗闇であり、誰もいない。

「気配はあるんですけど……」

「ある程度の距きよ離りまで接近して、包囲しているようですね」

「そんな慎しん重ちよう派のメイドがいるんですか」

「無む謀ぼうなメイドはごく少数、たとえば宮間様の部下くらいです。私の部下もシンシアの部下も愚おろかなことはいたしません」

　そうならそうで困ったことだと夕菜は思った。包囲しているのが第五か第二か不明なのである。前者なら以前みたいに脱だつ出しゆつを見み逃のがしてくれるだろうが、後者なら戦闘する必要がある。

　いっそ魔ま法ほうで中央突とつ破ぱ、と考えていたら電子音が鳴った。

　全員、しばらくきょろきょろして音のもとを探す。

「あたしだ」

　レオニーが腰に下げている無線機であった。発光ダイオードがちかちかしている。

　いきなり声が流れた。

『あーあー、聞こえるか？　聞こえたら返事してくれ。どうぞ』

　驚おどろいて、レオニーは無線機を取り落としそうになる。

『聞こえてるだろ。おい、なんか言え。どうぞ』

「セレンかよ」

　レオニーは渋しぶい表情で言った。

「隊長、くたばれって返事していいか」

　夕菜はわずかに思考を巡めぐらせてから答える。

「いえ、応答してください。話をします」

「正気かよ。あたしらを捕つかまえるつもりだぜ」

「セレンなら話し合いの余地はあります」

　リーラも同意した。

「そうですね。ああ見えてシンシアよりは融ゆう通ずうが利ききますので」

　レオニーは肩かたをすくめると、送話のボタンを押した。

「あー、あー。おいクソ女、聞こえるか？　返事しやがれ」

　しばらくしてから、さきほどより大きい音声が流れた。

『あ？　その声はレオニーだな。てめえなに図ずう々ずうしいことしてんだ。リーラかミヤマを出せ』

「あたしを通せよ阿あ呆ほう。あとポーカーの掛かけ金持ち逃にげしやがって。返せ」

『持ち逃げなんかするか！　自分の負けをあたしに押しつけようとするんじゃねえ。お前こそブリッジ大会の参加費を払はらえよ。利子込みな。五十倍に増えたぞ』

「てめえ高利貸しか！　お前と組んでブリッジなんかしたから一日中機き嫌げんが悪かったんだ。いい手が来るたびに人の足蹴け飛とばしやがって。あの参加費はお前持ちだ！」

『優勝したからいいじゃねえか！　サツの手入れがなけりゃ賞金も全額手に入ったんだ！　その分もよこせ！』

「知り合いのサツと山分けして飲んじまったよ！　逮たい捕ほ見み逃のがしてもらったんだからな」

『なんだと!?　道理でいくら勘かん定じようしても数字が合わないと思ったぜ！　表に出てこい、決着つけてやる！』

「望むところだ！」

　憤ふん激げきしたまま山小屋から出ようとするレオニー。その手から夕菜は無線機を取り上げると、リーラに放ほうり投げた。

　リーラは改めて送話ボタンに指をかける。

「セレン、私だ」

『リーラか。危なかった。もう少しでその小屋にパンツァーファウスト３を撃ち込むところだったぞ』

「今のギャンブルの話を報告してもいいか。営倉が待ってる」

『……ずっと昔の話だよ。あたしとレオニーが熱病で訳分かんねえこと口走ったってことにしてくれ』

「いいだろう。そこはセレンたちだけか」

『ああ。シンシアたちはいない。ただ夜明けになったらバレると思うぜ』

「聞け。私は脱だつ走そうメイドとして逮たい捕ほされるのは望まない。式森様と離れるのもだ。見逃してくれないか」

『リーラがお願い事なんて天地がひっくり返るぜ。でも無理だな』

「お前たちも敵に回るか？」

『そうじゃない。反主流派が息のかかった中隊をかき集めている。力ちから尽ずくでお前さんたちを押さえ込むつもりだぞ。シキモリが手に入らないんなら、中央ヨーロッパを焦しよう土どに変えそうだ』

「まるでワルシャワ条約機構軍とＮＡＴＯだな。……予想はついていた」

『あたしたちがリーラを確保するのが一番穏おん健けんな方法だ。ゼルマ中佐ハウスホールドヘルパーもそう言っていた』

　横で話を聞いていた夕菜が、「どうするんですか」と小声で聞いてくる。セレンたちに投降するか、さらに逃げ続けるのか。

　リーラはほとんど間を置かなかった。

「別の手段を取る。ここまで来てくれ」

『おいおい、ミヤマがいきなり撃ったりしないだろうな』

　リーラは夕菜の顔を見る。夕菜は「絶好のチャンスですが、目をつむることにします」と言った。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

『よし。ネリーと行く』

　いくらもしないうちに、暗闇から二人のメイドが姿を現した。

　セレンはいつもと変わらなかったが、リーラと会えたネリーはすでに泣きそうだった。

「リーラ様……ご無事で」

「お前はいつも極きよく端たんだ」

　と言いながらも、彼女はネリーに微笑ほほえみかけた。

「シンシアたちにここのことは？」

「大丈夫です。知られるとしても明日あしたの朝になってからです」

「なら、一安心だな」

　セレンはレオニーと対面し、「全然変わってないな」「お前はいい加減変われ」と罵ののしりあっている。リディアは「戦闘なくてつまんなーい」と文句を言い続けていた。

　リーラはセレンに声をかける。

「久しぶりの再会を邪じや魔ましてすまないが、私にはまだ中隊の指揮権があるか？」

「もちろん。本部はごちゃごちゃ言ってるが、あたしたちの中隊長はリーラだけだ」

「なら、今後は中隊長として行動しよう」

　彼女は数回瞬まばたきする。それだけで、彼女は先ほどまでとは違ちがうオーラをまとった。

「ネリー、私たちが乗れるだけの車輛はあるか？」

「は、はい。念のために持ってきました」

「よし。すぐに出発する。セレンは中隊の残りを率いろ」

　浅黒い肌はだをしたメイドが驚いた。

「おいおい。いきなりなんだよ。帰るだけなら中隊全部はいらねえだろ」

「訓練施し設せつに戻もどるのではない。ＭＭＭの欧おう州しゆう総局まで向かう」

「なんの用件で」

　リーラは自分の台詞せりふに、少しだけ誇ほこらしさを混ぜた。

「私と式森様は誓せい約やくをおこなう」

「……は!?」

　目を丸くするセレンとネリー。

「なにがおかしい。メイドなのだから当然だ。誓約の書類は欧州総局で扱あつかっている」

「そうじゃなくて……いきなりすぎるだろ」

「時間的余よ裕ゆうはない。このままではＭＭＭの反主流派が、シンシアだけではなくて他の部隊まで動員する恐おそれがある。そのために先手をうつ」

「先手になるのか？」

「なる」

　リーラはそう断言した。

　さすがのセレンも戸と惑まどっていた。ネリーは「ついにリーラ様が……」と目を輝かがやかせている。

　セレンは落ち着くためか、紙巻きのタバコを咥くわえた。

「まあそう言うなら……。だけどミヤマが許さねえだろ」

「別にいいですよ」

　夕菜がセレンの前に出てきて、にっこりと微笑んだ。

「わたし、認めましたから。和樹さんとリーラが誓約するのを歓かん迎げいしてます」

「……正気か？」

「はい？」

「たちの悪い薬を打たれたか催さい眠みん術じゆつにかかったか。リーラはなんでもできるからな」

「今はあなたの失礼な言葉も結けつ婚こん式の祝電に聞こえます」

　夕菜は相変わらず雲の上を歩いているような心持ちだ。誰だれ彼かれ構わず抱だきつきたい気持ちにも駆かられている。

　実際にセレンを抱だきしめた。

「ありがとうございます。わたしたちの結婚式に出てもらって」

「なんだって？」

　セレンは抱きしめてくる少女をどうしようか悩なやみつつ、仕方なさそうに訊きいていた。

「和樹さんと二人で幸せな家庭を築きますね」

「あたしの記き憶おくじゃリーラの誓約なんだが……」

「わたしたち結婚するんです。むしろそっちがメインです」

　夕菜は当然の口調で説明する。

「外国で結婚式するなんてとっても素す敵てきです。豪ごう勢せいな式にしますね」

「あ、ああ……」

　セレンはきょろきょろして助けを求めながら、今度は和樹に言った。

「シキモリはこれでいいのか？　それともあたしの感覚がおかしいのか？」

「僕はなんにも、別に」

　和樹はさらりと返事。

「こういうことになっちゃったっと」

「主体性ねえなあ。シキモリの問題だろ、これ」

「んー、実はなんとなく分かってることがあるけど、今は言わない」

「……まあ、あたしも気になることがあるんだが……」

　彼女はようやく夕菜を引き剝はがす。夕菜は楽しそうに踊おどりつつ、歌をうたいながら隣りん室しつへと去っていった。

　セレンは呆あきれながらその動きを見て、結局もう一度リーラに訊いた。

「なあ、本当に誓約するんだろうな」

「もちろんだ」

「じゃあ、まあ、準備するか」

「異論でもあるのか？」

「実感湧わかねえんだよ」

　リーラは浅黒い肌をした部下に、嚙かんで含ふくめるよう説明をおこなった。

「じゃあ湧いてもらうぞ。誓約をおこなう場所で一番近いのは欧州総局だ。だが知ってるだろう、あそこは反主流派の数も多い。無事に誓約を遂すい行こうするにはお前の力が必要だ」

「だんだん実感湧いてきたよ。装そう甲こう車輛を先発させよう。欧州総局周囲も警けい戒かいさせる。働いてる人間の身元チェックもやる……だけどよ、どうしても目立つぜ。この動きは絶対にバレる。うちの中隊だけで反主流派を支えるんだろ」

「ほう。セレンとあろう者が自信がないのか」

　珍めずらしいことに、リーラがニヤニヤしていた。渋しぶい表情をするセレン。

「皮肉言いやがって、分かったよ、支えてやる。だけど三個中隊相手じゃ長もちはしない。正直しんどいぞ」

「シンシアに連れん絡らくが取れるか？」

　この台詞にセレンは虚きよを突つかれたが、すぐに返事をした。

「できる。けど、なんの意味があるんだ。まさか投降するんじゃないだろうな」

「連絡をつけろ。私は逆探知される恐れがあるから、別の者にやらせるんだ。メッセージは『洗せん濯たく物ものは南東の風で飛ばされました』だ」

「……なんだそりゃ？」

「それだけ伝えれば分かる。シンシアも断れない」

　セレンはネリーを呼び寄せ、立て続けに指示を与あたえた。

　待機していた車輛が小屋までやってくる。全員、あわただしく乗り込んだ。




　　　　○




　わずかに時間は巻き戻る。リーラが小屋の中でセレン相手に指示を飛ばしているときのこと。

　夕菜は隣室でもまだ踊っていた。といっても、手を広げてくるくる回るだけである。いい加減目が回りそうなものだが、幸せいっぱいのため三半規管は感覚麻ま痺ひに陥おちいらなかった。

（ああ、なんて幸せなのかしら。リーラとの百年戦争もこれで終わりです。結婚はメイドの主従関係よりも立場が上なんですから）

　ふとベッドを見ると、小型無線機が置きっぱなしになっていた。夕菜が持ち込んでそのまま忘れたのである。

「持っていかないと……」

　手を伸のばそうとして、壁かべ際ぎわのクローゼットが目に入った。回転するのを止める。

（そういえば……この部屋って和樹さんとリーラがいたような。……まさか）

　開けっ放しのクローゼット。妙みように焦あせっていた和樹に顔を上気させたままのリーラ。これは十分怪あやしい。証しよう拠こはなくとも夕菜の脳内捜そう査さ一課が結論を出すのに時間はかからなかった。

「……リーラ!!」

　きっとあのメイドが和樹に手を出したに違いない。取り決めを破り、クローゼット内ですまそうとするエロマンガみたいなことを。

　必要以上に乱れてはいないし、クローゼット内もベッドも汚よごれていない。だから最後までいってしまったわけではないだろう。それでもこれは裏切りだ。自分もベッドでおこないそうになったが、裏切りは裏切りなのである。

　しかるべき制裁を加えねばと考える。が、一歩進んだところで踏ふみとどまった。

（でもここでリーラとの関係がこじれたら、結婚もなくなるかもしれません。ひょっとしたら和樹さんを攫さらってしまうかも……あえて見み逃のがすのがいいんでしょうか……）

　だがクローゼットでなにがおこなわれていたのか、考えるだけで血液が沸ふつ騰とうしてくる。

　なにかいい手はないだろうか。他人の男に手を出した女に、与える「かいしんのいちげき」は。

（そういえば……確か誓約に書類がどうとか……）

　ふいに思いついた。

　扉とびらから顔を出すと、レオニーを呼び寄せる。長身のメイドは、怪け訝げんな顔をしながらやってきた。

「誓約について知ってますか？」

「そりゃま、通り一いつ遍ぺんのことは」

「なるべく詳くわしく教えてください」

　それからしばらく、夕菜はひそひそと会話をおこなっていた。
















　第四章










　第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーの車列は、道路を全速力でデンマーク方面へと向かっていた。

　ＭＭＭの総局は各地にある支部を管かん轄かつしており、米大陸、極東アジア、欧おう州しゆうに存在する。米大陸はクワンティコ。極東アジアは東京。欧州はデンマークのコペンハーゲンにあった。

　車列はそのコペンハーゲンまで飛ばしているのだ。飛行機を使わないのは車でも十分なのと、中隊をいっぺんに運べないため。飛行場を使うと反主流派に察知されるというのもある。

　先頭のヴォルフ小型トラックにはリーラが乗っていた。もちろん和かず樹き、夕ゆう菜なも一いつ緒しよだ。

「誓せい約やくのための申しん請せい書しよは各総局に送られるのです」

　とリーラは説明した。

「そこから本部に送られるか、または本部から人が出向いて総局で審しん査さをします。式しき森もり様の申請書は以前のご主人様がすでに審査を終えてサインをしていました」

「じゃあなんで今まで誓約してなかったんですか」

　夕菜の質問にリーラは。

「申請書の受領サインがされていないのです。反主流派が圧力をかけて、書類の山に埋うもれさせてしまいました。お役所仕事と官かん僚りよう主義はメイドの敵です」

　和樹が乗っているため、ヴォルフ小型トラックはリーラ自身が運転している。アクセルをほとんど踏みっぱなしにもかかわらず、まったく危なげのない運転だった。

　夕菜はフィンランド製ラティ対戦車ライフルを抱かかえていた。いざというときのため準備をしているのだ。

「じゃあその欧州総局で、無理矢理受領サインをさせるのですね」

「人聞きの悪い。多少の強制力を伴ともなう説得を試みるだけです」

　その説得に、中隊全てが必要なのだろう。

　ひたすらアウトバーンを走って独丁国境を越こえる。国境のゲートはメイドの力でフリーパスだ。

　さらに走って長大な橋をいくつか渡わたり、シェラン島コペンハーゲンへと向かう。

　何時間かすぎて、すっかり太陽も高くなる。コペンハーゲンに到とう着ちやくしたときは空腹を覚えるほどだった。

「ここの先です」

　白く横に広い建物が見えてきた。欧州総局は敷しき地ちの半分ほどが海に面している。エーレ海かい峡きよう側から船を使って出入りするためだという。正門はゲートになっており、黄色と黒で区切られたポールで遮さえぎられていた。

　リーラはブレーキを踏まない。和樹は驚おどろいた。

「止まらないの!?」

「面めん倒どうですので」

　ゲートにいるメイドが慌あわてだした。両手を大きく振ふって止まれ止まれと合図しているが、リーラはまったく頓とん着ちやくせずにゲートに突つっ込こんだ。

「わー！」

　和樹は手で顔を覆おおう。ヴォルフ小型トラックはポールを粉ふん砕さいし、中庭を突っ切って正面玄げん関かん前で停車する。

「エルゼは第二小隊で周辺警けい戒かい。ネリーの第一小隊は内部を制圧。セレンは外で指揮を執とれ。いい加減シンシアも気がついているはずだ」

「はいよ。……ああ、お前さんたちもこっちだ」

　セレンはレオニーとリディアの襟えり首くびを引っ張った。

「なにしやがる！」

「わーん」

　抵てい抗こうする二人にセレンは告げる。

「人手が足らないんだ。お前さんたちはたった今から第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーに所属変へん更こうだ」

　レオニーは目を丸くする。

「じょ……冗じよう談だんじゃねえ！　あたしがお前の部下かよ！」

「喜んでもらえてなによりだ」

「メイド刑けい務む所しよの方がマシだ！」

「あとサリアってのを捕つかまえっぱなしなんだ。合計三名。今や貴重な戦力だ。さあ配置につけ」

「やらねえって言ってんだろ！」

「わーんわーん」

　レオニーとリディアはセレンに引きずられていった。

　それに前後して武装したメイドたちが車輛から飛び降りる。正面玄関にいたメイドはぎょっとして立ちすくんでいた。そこにリーラが詰つめ寄る。

「管理部の誓約課はどこだ」

「に……二階です」

「四年前と変わってないのだな」

　リーラは先を急ぐ。気き迫はくと腰こしのワルサーＰ38に脅おどされたメイドは、へたへたと座り込んでいた。

　彼女は階段を駆かけ上がると、誓約課の扉とびらを開け放った。

　奥の机に座っているメイドが、目を丸くしていた。

「……リーラ？」

「お前か、マーガレット」

　リーラは彼女の正面に立つ。

「ずっと以前に出した誓約の申請書にサインをもらいに来た」

「な、なんのことかしら」

「とぼけるな。お前が反主流派の命を受けて、書類を停てい滞たいさせているのは知っている。今までは我が慢まんしていたが、もうそうはいかない。どこだ」

「申請書の閲えつ覧らんは認められていないわよ。どうしてもというなら許可を……」

「これが許可証の代わりです」

　夕菜がフィンランド製の対戦車ライフルを構える。大根みたいな銃じゆう身しんが鈍にぶく光っていた。

　黒々とした銃口を前に、マーガレットは断念した。

　キャビネットの一番下を引く。ファイルされた用紙を差し出した。リーラは受け取らずに言う。

「そこに受領のサインを」

　マーガレットは極力無表情を装よそおいながらペンを走らせる。

「これでいいでしょう」

「まだです」

　これは夕菜。

「婚こん姻いん届とどけを出してください」

「なにを言ってるの!?」

「婚姻届です。主人とメイドが結婚するケースもありますから、用意してあるって聞きました」

　マーガレットは奥歯を嚙かみしめていた。あるのだ。

「早くくれないと撃うっちゃいますよ。穴なんて可愛かわいいものじゃないと思いますけど」

「……分かったわ」

　別のキャビネットから婚姻届を持ってきて夕菜に渡す。彼女は満足そうに微笑ほほえむ。

「素す直なおなメイドって大好きです」

「…………」

　黙だまり込むマーガレットに、リーラがまた言った。

「ところで、誓約書はどこだ」

「さっき渡しただろう」

「これは申請書だ。前のご主人様により審しん理りは繰くり上げでおこなわれている。あとは誓約式に使用する、誓約書だ」

「こ、ここにはないわよ」

「噓うそはよくない」

　夕菜が無言で、対戦車ライフルをコッキングする仕草。マーガレットは両手を上げた。

「隣となりの部屋よ！　あれは保管庫が別になってるの。金庫よ。悪用されたら問題だから」

「開けてもらおう」

「鍵かぎは別の人間が持ってるわ」

　マーガレットは青い顔をしながら言う。噓には感じられなかった。

「……ちょっと来てもらえますか？」

　夕菜がうながした。マーガレットは立ち上がる。

「繰り返すけど、開けられないわよ」

「いいですから」

　夕菜は銃口で追い立てるようにして、隣りん室しつへと向かった。二人の姿が消える。

　しばらくして、耳をつんざく轟ごう音おんが響ひびいた。

　なにやら物音がする。書けだの書かないだのとのやりとりが聞こえてから、夕菜とげっそりとしたマーガレットが戻もどってくる。

「はいリーラ。これです」

　誓約書を渡す。

「そこの上のところは触さわらないでくださいね。マーガレットに誓約文言を書いてもらいました。デンマーク語ですけど」

「金庫に入っていたはずでは」

「これで開けちゃいました」

　ラティ対戦車ライフルを見せた。

　アメリカでは現金輸送車襲しゆう撃げきにも使用されたライフルである。一撃で輸送車を転てん倒とうさせたというから、金庫の扉くらい吹ふき飛ばすのは簡単だっただろう。

　満足したリーラは、座り込みそうになったマーガレットに追い打ちをかけた。

「では誓約式の会場に案内を」

「あなた、ここでおこなう気なの!?」

「総局に専用の会場があることくらい誰だれでも知っている。あるなら使うのが普ふ通つうだろう」

　リーラと夕菜の銃口にうながされ、彼女は渋しぶ々しぶ立ち上がった。

　彼女を先頭にし、部屋を抜ぬけて廊ろう下かを歩く。時々わざと足をもつれさせていたので、夕菜が対戦車ライフルで突つついた。

「引き金が軽いですから、引いちゃうかもしれませんよ？」

　足取りが速くなる。本気を感じ取ったのであった。

　建物の外に出た。裏に回る。

　そこに大きな教会があった。正確には教会風の建物で、話によるとあらゆる宗教を想定しているため特定の形にはしていないとのこと。

　正面には大きな扉があり、閉まっていた。

「開けてください」

　マーガレットは夕菜の銃口を感じながら、鍵束を取り出す。一番大きな鍵を鍵穴に差し込んだ。

　体重をかけて押す。ちょうど人一人が通れるくらいの隙すき間まが空いた。

　いきなりマーガレットが建物内に滑すべり込んだ。

　あっと言う間もなかった。内部から鍵がかけられる。リーラは叫さけんだ。

「マーガレット、開けろ！」

「リーラ、あなたはメイドの裏切り者よ！　脅きよう迫はくには屈くつしないわ！」

「開けてくれたら奉ほう公こう先の家族全員と関係持っていたことは黙ってやる」

　しばらく無言の時間が過ぎた。

　いきなり非常ベルが鳴なり響く。コペンハーゲン中に届くのではないかと思えるくらいの音量だ。

　内側からマーガレットが怒ど鳴なっていた。

「よくも言ったわね！　このベルは無線システムに直結してるのよ。反主流派にもすぐに知られるわ！」

「私がなんの手も打ってないと思うのか」

「やってみなさいよ！」

　その挑ちよう発はつを受け、夕菜が対戦車ライフルを構える。リーラが制した。

「この扉は金庫以上に頑がん丈じようです。二十ミリでも開かないでしょう」

「じゃあどうするんですか」

「魔ま法ほうを」

　一いつ瞬しゆん、夕菜はきょとんとする。

「なんとか条約に違い反はんするんじゃないんでしたっけ」

「宮みや間ま様は気にするようなお人ですか？」

　そう言われれば、彼女としてもやらない理由はなかった。右手を天に掲かかげて、ウンディーネの召しよう喚かんをはじめる。

　粒りゆう子しが集合して水流となる。扉に叩たたきつけた。

　轟音と共にしぶきが上がる。鋼鉄製の扉はへこんでいた。が、まだ開いていない。

「繰り返してください」

　リーラは続けてセレンに言った。

「私はここを動けない。セレンが中隊を指揮しろ。シンシアたちが攻こう撃げきしてくるぞ」

　セレンは承知した。

「いいぜ。一つ貸しな」

「命令は貸しにならん。将来の中隊長としての経験を積め」

「いいや、あたしは当分中隊長になるつもりはないんでね。貸しだ」

　彼女は正面ゲートに向かって走って行く。リーラはその背を見送った。

「……式森様、ご面めん倒どうをおかけします」

「まあね」

　と彼は言いつつも。

「でもこれが、争いを終わらせる方法なんだよね」

「はい」

「じゃあやろう」

　建物の扉が音を立てへこむ。夕菜の召喚したウンディーネが、反復攻撃をかけていた。




　セレンは正面ゲート外まで引き返した。そこは土ど囊のうが積まれ、銃口が外に向けられていた。守備しているのはエルゼの第二小隊である。

　彼女はエルゼのもとで身をかがめた。

「よー、調子はどうだい」

「メイドの数のことなら、少ない。士気の話なら、絶好調」

　元女教師のメイドはそう返事をした。

「リーラ大尉ハウスキーパーのためなら一ひと肌はだでも二肌でも脱ぬぐ娘こたちばかりよ。ここは一歩も通さないわ」

「頼たのもしいぜ」

「でも、予備がないのは困るわ」

「総局内のネリーを呼び寄せる。あたしの小隊も使ってくれ」

「ロヴェルティーネならとっくに配置についてるわ」

　見ると、ロヴェルティーネとメイド捜そう索さく小隊は右う翼よくに陣じん取どっていた。セレンはそこまで向かう。

「平気か？」

「眠ねむいです」

「いつになく上じよう機き嫌げんだな。対戦車兵器の準備と予備弾だん薬やくを配っとけ。ヴァルトルートはどうした」

「ヴァルトルート少尉パーラーメイドの装そう甲こう小隊の主装備はティーガーですからねえ。ここまで自走するって言ってましたけど、途と中ちゆうでぶっ壊こわれるんじゃないんですか」

　戦車小隊は戦局を変える存在として重宝するのだが、動きが鈍にぶいのが欠点だ。こまめに整備しないとすぐに故障するのである。

「壊れてもいいから来いって言え」

「せっついときます。少尉パーラーメイドのお友達はどうします」

「レオニーか」

　見ると、レオニーはリディアとサリアも一いつ緒しよに、最前列で銃じゆうを構えていた。ぶつぶつ嘆なげいている。

「くそっ、理り不ふ尽じんだ。隊長の下もとならもっと自由にできたってのに」

「レオニー、この戦いが終わったら刑けいの繰り上げ完かん了りようを申しん請せいしてやるよ」

「うるせえ！」

　空き缶かんが飛んできたので、セレンは笑いながら首をすくめた。

　ロヴェルティーネが前方を指さす。

「来ましたぜ」

　北ほく欧おう独特のうっすらとしたもやの中から、黒っぽいワンピースに身を包んだメイドたちが姿を現した。マーガレットが鳴らした非常ベルでやってきた警備のメイドたちである。

「あっちのが早いのかよ」

「連中だってノロマじゃありません」

「だよな。射しや撃げき開始！」

　セレンの号令で第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーは、一いつ斉せいに射撃をはじめた。

　大量の銃じゆう弾だんが乱れ飛び、撃うたれた側は慌あわてて伏ふせるか物もの陰かげに隠かくれた。

「一いつ般ぱんの店てん舗ぽを撃って構わんのですかね」

「やっちまえ。あとでＭＭＭ本部に弁べん償しようさせる」

　捜索小隊だけではなく、第二小隊も射撃を開始している。接近してきた警備のメイドはじりじりと後退していき、やがて反撃もそこそこに撤てつ退たいしていった。

　セレンは損害の確かく認にんをする。死傷者ゼロ。

「あっけないですな。楽でいいや」

　ロヴェルティーネの軽口には反応しない。

「すぐにシンシアたちが来るぞ。あたしらがここにいることくらい、もう知ってるはずだ」

　やがて、もやの向こうからエンジン音が響いてきた。それも一台や二台ではない。

「装輪装甲車か……」

　セレンが呟つぶやいた。その途と端たん、腹に響く射撃音が連続する。もやの向こうからプーマ軽装甲車が出現した。

　装甲車は途中で停車。周囲を銃を持ったメイドたちが固める。

　セレンは狙ねらいを付けるように命じた。まだ発はつ砲ぽう命令は出さない。

　相手の後方から、イタリア製ＡＢ41偵てい察さつ車が進み出てきた。

　一人のメイド将校が上半身を出している。セレンは見覚えがないが、大尉ハウスキーパーのカチューシャを着用しているから中隊長だ。口を真一文字に引き締しめており、真しん剣けんな顔つきであった。

　ＡＢ41偵察車が止まる。

「第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーのメイド諸姉」

　メイドは拡声器を使わずに呼ばわった。

「諸姉のこれまでの活かつ躍やくは全すべてのメイドが知ち悉しつしており、大いなる敬意を払はらっている。それだけに諸姉がいまだ脱だつ走そうメイドであるリーラ・シャルンホルストに従っているのが残念でならない」

　どこからか「大尉ハウスキーパー殿どのと敬けい称しようつけろ！」と野次が飛ぶ。メイドは意に介かいさない。

「まだ遅おそくはない。諸姉はＭＭＭ欧おう州しゆう総局の封ふう鎖さを解き、駐ちゆう屯とん地ちへ帰投せよ。同じメイドに銃を向けた罪は問わない。メイド軍法会議も開かれない。だがこの勧かん告こくに従わなかった場合、諸姉のメイドとしての身分は消しよう滅めつし、カチューシャは取り上げられる」

　メイドが頭につけているカチューシャ、あるいはホワイトプリムは、階級を表すと同時に身分を示す。メイド服以上に神聖なものと扱あつかわれているのだ。それを剝はく奪だつされるのは、死に勝まさる恥ち辱じよくである。

「諸姉は誇ほこりあるメイドだ。法ほう廷ていで裁かれるのは忍しのびない。名めい誉よある投降を呼びかけたい」

　彼女はさらに言った。

「二分待つ。それまでに銃じゆう口こうを下げ、こちらまで出てこい」

　彼女はちらりと腕うで時計を確認していた。

　第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーのメイドたちはなにも返事をしない。陣じん地ちは水を打ったように静まりかえり、身じろぎすらしていなかった。

　ただカチカチと、秒針だけが刻まれていく。双そう方ほうの間の空気が冷たくなっていった。

　やがて。

「……時間だ」

　冷れい徹てつな声で彼女は告げる。

「残念とは言わない。諸姉の選んだ道だ」

　ＡＢ41偵察車がバックしていく。その姿は他のメイドの中に埋うもれていった。

　そして彼女の大だい音おん声じようが轟とどろいた。

「撃て！」

　プーマ軽装甲車が発砲する。周囲はあっという間に爆ばく炎えんと喧けん噪そうに包まれた。

　セレンは戦せん闘とう騒そう音おんに負けじと怒鳴る。

「反撃しろ！」

　中央に陣取るエルゼの第二小隊が応戦。だが敵は装甲車であり、小銃と分隊支し援えん火器では分が悪かった。

「ロヴェルティーネ、適当なタイミングでエルゼに後退するように言え。にしても、あいつらどっかで見たことがあんな」

「月げつ桂けい樹じゆのマークが描えがいてありますぜ」

「ありゃ、第四装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーじゃねえか……！」

　イタリア駐ちゆう屯とんの中隊である。月桂樹は古代ローマを象しよう徴ちようする植物だ。

「さっきのはヴァレーリア・ココ大尉ハウスキーパーか。なんで反主流派の味方してんだ。派は閥ばつ争いには無む縁えんの中隊長のはずだぜ」

「やたらと元気ですね」

「無線かせ！」

　ひったくるようにして無線機のマイクを取ると、送話ボタンを押しながら叫さけんだ。

「おい、イルヴァ！　聞こえてんだろ！」

『……ちょっと今は戦闘中よ。敵同士なんだから』

「黙だまれ。お前んとこの中隊長はなにしてんだ。反主流派に弱みでも握にぎられてんのか！」

『ヴァレーリア隊長はストレスが溜たまってるの。晴らせるならなんでもいいみたい』

「男でもあてがっとけ！」

　荒あら々あらしく無線を置くと、またロヴェルティーネに怒ど鳴なった。

「対戦車班は!?」

「今向かってます」

　市街地戦闘において、装甲車輛の撃破はなによりも優先する。装甲車発見の報を受けるや、別の所で待機していたメイドたちが、対戦車兵器を担かついで側面に移動する。

　セレンは牽けん制せいのために射撃を継けい続ぞくさせた。やがて装甲車から白はく煙えんが上がる。続いて火柱。コンクリート製のビル内に入ったメイドたちが、対戦車ミサイルを発射したのである。

　撃ったらすぐに対戦車班は撤てつ収しゆう。プーマ軽装甲車は擱かく座ざして、ハッチからメイドが逃にげ出していった。

　ただしそれは一台のみだ。残りはじりじりと接近してくる。

「あんなのに何台も来られたらたまんねえな」

「こっちも反撃しますか」

「マルダーに反撃させろ。なるべく温存しろよ。やられたら装甲車輛がねえんだ」

　第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーのマルダー歩兵戦闘車が射撃開始。ついこのあいだ、ドイツ連れん邦ぽう軍からの払い下げをもらったのである。

　装甲車同士の撃ち合いとなった。その隙すきに、対戦車班と狙そ撃げき班がビルとビルの間を駆かけめぐり、敵を追い払う。

　一進一退というよりは、第四装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーの攻こう撃げきが慎しん重ちようなため、セレンたちは持ちこたえていた。

「このまま時間が稼かせげりゃいいけどな」

　セレンのぼやきにロヴェルティーネが反応する。

「それにしても、なんで欧州総局にあたしらがいるってバレたんですかね」

「そりゃ反主流派だって間ま抜ぬけじゃねえや。シンシアあたりが察したんだろ」

　爆ばく発はつからカチューシャを守るように、頭を低くする。

　一いつ瞬しゆん攻撃が止やんだ。今度は遠くからキャタピラの音。

　セレンは様子を見ようと首を伸のばし、すぐに引っ込める。

「勘かん弁べんしてくれ」

　ずっしりとした外観の、ＡＭＸ─30戦車が数輛、向かってきているのであった。ついこの間あいだまでフランス陸軍の主力だった戦車である。

「側面に白ブドウのマークだよ」

「第三装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーですね。また無線使って説得してみます？」

「いい。マリアンヌ大尉ハウスキーパーはあたしのことが嫌きらいなんだ。今ごろげらげら笑ってるぜ」

「なんか中尉ハウスメイドのことが目当てみたいですね」

　心なしか、戦車はセレンのいるところに狙いをつけているようにも見えた。

　手元の無線機がなにやら音声を発しだした。

『聞こえるセレン。マリアンヌ・ルフォーよ。戦車の下した敷じきになりたくなければ、早く我が中隊に戻もどってきなさい。ポストはいくらでも空けておく。いい、第三中隊はいつでも』

　セレンは無線機の周波数をいじって受信できなくした。代わりに味方に怒鳴り散らした。

「ネリー、そっちからいくつか増ぞう援えんをよこしてくれ！」

『難しいです。こちらにはウサギ印の装そう甲こう車が出現しました。第九装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーのようです』

「反主流派が勢せい揃ぞろいかよ」

　数では圧あつ倒とう的に反主流派が有利だ。まだ頑がん張ばってはいるが、このまま戦い続けていては、いずれ消しよう耗もうしきって突とつ破ぱを許す。そうなったらリーラたちの間を遮さえぎるものはなにもない。

「リーラ、早くすませてくれ」

　我知らず、セレンはそう呟いていた。




　ウンディーネが何度も何度も突とつ撃げきを繰くり返す。ようやく扉とびらはひしゃげてきた。

「なんでこんなに硬いんですか」

「いざとなったらシェルターの代わりにもなるようにです」

「やりすぎですよ」

　夕菜はウンディーネを操あやつり、へこんだ箇か所しよに叩たたきつけた。轟ごう音おんと共に、扉はぐにゃりと曲がって人が通れるだけの隙すき間まを空けた。

「開きました！」

　全員内部に飛び込む。

　中は広く、メイドの中隊全員が参列してもまだ余よ裕ゆうがありそうだった。天てん井じようは高くてシャンデリアが下がっている。奥にはステンドグラスが飾かざられており、祭さい壇だんっぽくなっていた。

　マーガレットが、突進する夕菜たちを見てぎょっとしている。逃げだそうとした。

「止まりなさい！」

　夕菜はラティ対戦車ライフルを発砲。マーガレットの足あし下もとがえぐれ、彼女の動きを封ふうじた。

「英えい雄ゆうになりたければどうぞ。あなたの名前を冠かんした食堂が建てられるだけでしょうけどね」

「わ……私はなにもできないわよ」

　マーガレットは青い顔をしながら首を振ふっていた。

「誓せい約やく式はそれなりの人が立会人になっておこなうものなのよ。こんな一いつ介かいの事務官に権限なんてないわ」

「誰だれが誓約式のことを訊ききました」

「え？　だって……」

「ウェディングドレスはどこにあるのか言いなさい」

「……は？」

「ウェディングドレスです」

　夕菜はまたラティ対戦車ライフルの銃口を向けた。

「結けつ婚こんのためにはなによりも必要でしょう。そんなことも分かんないんですか」

「そうだけど……結婚するの？　誰が」

「わたしに決まってます。わたしと和樹さん」

　マーガレットは夕菜と和樹を見て、隣となりのリーラに視線を移し、また夕菜を見た。

「誓約式だと思ったんだけど……」

「そうですよ」

「結婚式もなの？」

「そう。早くウェディングドレスを用意してください」

　夕菜は銃口を頭にポイントした。

「撃うっちゃいますよ。これが本当のショットガン・マリッジです」

「対戦車ライフルじゃない……」

「多少の違ちがいは許されます」

　マーガレットはなおもぐずぐずしていた。そこにリーラが。

「私の記き憶おくだと、ここの奥に倉庫があって衣い装しよう類が全すべて格納されている。急を要する場合もあるからな」

「……分かったわよ」

　メイドの事務官は銃じゆう口こうに脅おどされながら奥へと向かった。しばらくしてから、両手いっぱいに衣装を抱かかえて戻ってきた。

　ドレスが祭壇横のテーブルに置かれる。

「サイズが分からなかったから、適当に持ってきたわ」

「きゃー、素す敵てき！」

　夕菜は目の色を変えてウェディングドレスの山に駆け寄った。

「凄すごいです。全部真っ白！」

「そりゃ結婚衣装だもんなあ」
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　和樹が呟つぶやく。当事者なのに妙みように冷静であった。

　マーガレットが、じりじりと夕菜から離はなれていく。

「こ、これ以上はなにもできないわよ。神父じゃないから結婚の祝福はできないし、誓約式を遂すい行こうする権利もないわ」

「知ってる。ご苦労だった」

　リーラは顎あごをしゃくる。マーガレットは弾はじかれたように駆け出し、ひん曲がった扉を抜ぬけて逃げていった。

　夕菜はきゃーきゃー言いながらウェディングドレスを物色している。和樹は所在なげだ。

「ねえ、これからどうするの。誰もいないんじゃ誓約のやりようもないと思うんだけど」

「おっしゃる通りです。多分、そろそろ到とう着ちやくするはずです」

「誰が？」

「権限を持った人間が、です」

　リーラは説明しながらも、耳を澄すませて様子をうかがっていた。




　ＭＭＭ欧おう州しゆう総局前の戦せん闘とうは、益ます々ます激しくなっている。

『セレン中尉ハウスメイド、こっちは限界です。後退します』

「許可するけど、あんま下がるな」

『やってみます』

　ネリーからの要よう請せいをセレンは認めた。無茶な要求をつけたが、今やネリーも第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーでもっとも優ゆう秀しゆうな小隊長だ。やってくれるだろう。

　一方セレンと指揮下の捜そう索さくメイド小隊は、激戦に見み舞まわれていた。第三装甲猟兵侍パンツアーイエーガーメート女中隊ヒエンカンパニーが、全力でぶつかってきたのである。そもそも数の差で不利。

「間ま違ちがいねえ、マリアンヌ大尉ハウスキーパーはあたしのことが嫌いだ！」

「こっちはとんだとばっちりだよ！」

　レオニーが発はつ砲ぽうしながら言う。とりあえずセレンは「黙だまって戦え！」と怒ど鳴なり返した。

　今の時代では古くなったとはいえ、ＡＭＸ─30は立派な戦車である。対戦車班が奮ふん闘とうしているが、押されているのはどうしようもない。

　また爆発が起こり、メイドの一人が寄りかかってきた。

「ロヴェルティーネ！　一人気絶した。後送しろ」

「また人手が足りなくなりますね」

「まったくだよ。今戦ってんのは敵はマリアンヌ大尉ハウスキーパーの部隊だけか？」

「あたしたちの前方はそうですね」

「シンシアがいないだけマシか」

　あの安宿封ふう鎖さ以来、シンシアの姿は見えない。彼女の部下も戦闘に参加していなかった。

「リーラはどうしてる。終わったのか」

「連れん絡らくなしです」

「じゃ、さっきからピーピー鳴ってんのはなんだ」

「そいつですね」

　ロヴェルティーネが地面を指す。置かれたままの無線機が、なにやら音楽を流していた。

「……なんで音楽なんだよ。どっかのＦＭ拾ったのか？」

　耳を近づける。

「クラシックじゃねえか」

「ワーグナーですね」

　かなり壮そう大だいな音楽だ。ロヴェルティーネの言葉を聞き流そうとして、セレンははっとした。

「……まさか!?」

　上空を見る。遥はるか彼方かなたに、黒い点がぽつりぽつりと出現していた。

　それらは徐じよ々じよに大きくなってこっちに近づいてくる。同時にプロペラが空気を切り裂さく、あのバタバタという音。

　ＵＨ─１ヘリコプターの群れが接近していた。

「やっべえ、第一騎兵カバレリー侍女メートヒエン中隊カンパニーじゃねえか！　ヘリボーンする気かよ！」

　ＭＭＭに一つしかない空中機動専門の部隊である。セレンは以前に日本で戦ったことがあった。

　さきほどから流れているのはワーグナーの楽劇『ニーベルングの指輪』で流れたワルキューレの音楽である。第一騎兵カバレリー侍女メートヒエン中隊カンパニーはいつもこれを流して士気を向上させる。

「……デイジーのやつか！」

　セレンは双そう眼がん鏡きようで確かく認にんする。サングラスと黄色いスカーフのデイジー大尉ハウスキーパーの姿がはっきり見えた。

　ヘリの群れは後方に着陸しようとしている。挟はさみ撃ちにするのか、あるいは誓約式の会場に直接乗り込むのか。

　セレンは無線機を摑つかむと会場に向かって走りながら怒鳴った。

「ルイーゼ！　第四小隊でヘリボーンを阻そ止ししろ！　ピストルでもパチンコでもなんでもいいから空に撃て！」

『こちらだけで手て一いつ杯ぱいです』

「くそったれめ！」

　ＵＨ─１はＭＭＭ欧州総局の中庭に着陸しようとしている。挟み撃ちで圧死するか、夕菜とリーラが捕とらえられるか。どちらにしてもおしまいだ。

　先頭のヘリが真っ先に着陸した。デイジーの顔がはっきりとうかがえる。彼女は口を開いた。

「よー、第五のお姉ちゃん方、さっさと降こう伏ふくしようぜ。もうお前らは倒たおれるか、捕ほ虜りよになるかしかねーぞ」

　反論のしようがない。さすがのセレンも、頭に観念の二文字が躍おどった。

　すると、その時。

　一条の煙けむりがＵＨ─１に向かって放たれた。煙けむりはプロペラの真上で爆ばく発はつし、バランスを失ったヘリコプターは民家の屋根の上に緊きん急きゆう着陸をした。

　煙と思われたのは対空ミサイルだったのである。一回だけではない、二回、三回と発射され、ヘリコプターを撃げき墜ついしていく。

　対空ミサイルは、敷しき地ちの桟さん橋ばしから放たれていた。セレンの手持ちの無線が、ザーザー音を立てる。

　無線は同じフレーズを繰くり返していた。

『洗せん濯たく物ものは南東の風で飛ばされた。繰リりピ返ーすト、洗濯物は南東の風で飛ばされた』

「え？」

『セレン中尉ハウスメイドだな。聞こえるか』

　真ま面じ目めで固そうな声だ。こんな面おも白しろ味みのない声質をしたメイドは、セレンの知る限り眼鏡をかけたイングランド人のみ。

「……シンシア!?」

　第二装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーの中隊長、シンシア大尉ハウスキーパーであった。

「あれ、あんた敵じゃないのか!?」

『敵のつもりだった』

「じゃあなんで……」

『洗濯物は南東の風で飛ばされたというのは、上級家政学校時代に私とリーラの間で決められた暗号だ。本当に助けを求めたいときに、一度だけ使っていいことになっている。私は決めた次の日、二十キロの荷物を背負った昼夜行軍で使ってしまった。リーラはまったく使うことなく首席で卒業した。ようやくこれで対等だ』

　セレンは破顔した。

「やるねえ、あいつ」

『おかげで私は近きん隣りんから中隊を集めることまでやらされた。言っておくが、これで私も反主流派から睨にらまれる。クビになったら中隊全員でリーラのところに押しかけるぞ』

　桟橋には舟しゆう艇ていが横付けされ、武装したメイドたちが続々と下りていく。まず第七装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニー、続いて第十装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニー。最後が第二装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーだった。

　上陸後すぐ戦闘状態に突とつ入にゆうする。反主流派のメイドたちは明らかに戸と惑まどい、混乱していた。

　またシンシアから通信が入る。

『セレン中尉ハウスメイド、あとは私が指揮を引き継つぐ』

「まだ信じられない。あたしたちを背中から撃うったりしねえよな」

『撃ってもいいのか？』

「やめてくれ」

『第七のシモーネと第十のエレンは友人だ。気心は知れている。このところ退たい屈くつしてたらしいから、実力を発揮するチャンスだと張り切っていた。まだ安心材料が必要か？』

「分かった。任せる」

『早くリーラのところに行ってやるんだな。資格マニアのお前なら、誓せい約やくを見届ける権利を持っているはずだ』

「でも誓約者と見届け人が同じ中隊でいいのかね。シンシアほどのメイドなら、見届け人の資格も持ってるだろう」

『リーラの誓約を見届けるなんて御ご免めんこうむる』

　そう言ってから、シンシアの通信は終わった。

　地上からも、ちょうどヴァルトルートの装そう甲こう小隊が到着したとの知らせ。ティーガーは古い車輛だが、遠えん慮りよなく88ミリ砲ほうを発射して戦闘に参加する。

　崩くずれそうになっていた第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーは危あやういところで踏ふみとどまった。増ぞう援えんを受けて、むしろ押し返している。

　彼女はロヴェルティーネに連絡を入れた。

「シンシアたちが到着したけど味方だからな。間違って撃つんじゃねえぞ！」

『了りよう解かい。こっちは大だい丈じよう夫ぶですから、中隊長の方行って下さい』

「あいよ」

　セレンは誓約の会場まで走った。




　和樹が振ふり返ると、ちょうど曲がった扉とびらからセレンが入ってきたところであった。

　リーラが少し驚おどろいたような顔。

「お前か」

「すまねえな、あたしだ」

「シンシアのはずだが……」

「部隊指揮がしたいとさ。こっちはやだって言ってたぜ」

　セレンは祭さい壇だんまで駆かけ上がる。横に積まれているウェディングドレスの山にぎょっとしていた。

「なんだこりゃ」

「宮間様のだ」

「肝かん心じんの本人は」

　リーラが指さした先から、ウェディングドレスを身にまとった夕菜が、しずしずと歩いてきた。

「うわ、綺き麗れい」

　思わず呟つぶやいたのは和樹。夕菜はにっこりとする。

「ありがとうございます」

　彼女はセレンを向く。

「わたしたちの結けつ婚こん式もお願いしますね」

「あ……いや、あんたが綺麗なのは否定しねえけど、あたしは神父でも牧師でもねえぞ。誓約の見届けだけだ」

「別にいいです。わたしは気にしません。ちゃんとした式は日本に帰ってからします」

　夕菜は和樹に「ね」と言った。

「まあ、それでいいなら……あたしは誓約の準備をしねえと」

　セレンは祭壇の真下をごそごそやり出した。そこが収納になっている。

　リーラが手伝った。

「式森様はキリスト教徒ではないから聖書はいらない。神に誓ちかうくだりは全すべてカットしろ」

「数じゆ珠ずがあった。これもいらねえよなあ。全世界のメイドに伝えるってところはどうすんだ」

「単にそう宣言すればいいだろう」

「本当なら各中隊からの出席が必要なんだぞ。確かに必ひつ須す要件じゃねえけどな」

「気になるなら椅い子すの上にぬいぐるみでも並べておけばいい。本人たちは戦せん闘とう中だ」

「前代未み聞もんだぜ」

　セレンは白い外がい套とうを引っ張り出す。だが裾すそがボロボロだったので着るのは断念。十じゆう字じ架かも不要なのでしまい直し、結局銅製のレリーフだけ取りだした。

　和樹が覗のぞき込む。馬が何頭も描えがかれていた。中央にはやはり騎き乗じようしたメイドが、サーベルを振りかざしている。

「なにこれ」

「これは我々の祖ともいうべきメイド、エイミー・マーシャル様です。一八五四年のバラクラヴァの戦いで、エイミー様はご主人様と共にロシア軍の砲ほう兵へい陣じん地ちへ突とつ撃げきを敢かん行こうしました。誓約式は、このレリーフに手を載のせて誓うのです」

「へえ……」

　そう聞くと、なにやら神聖に見えてくる。

「時間ねえから簡単にやんぞ」

　セレンが言い放つ。誓約式の手順が書かれた冊子を手にしていた。

「えーとまず、ご主人様だからシキモリが壇だん上じように上がって、次にリーラが上がって、あたしが色々述べて……」

「結けつ婚こんは？」

　夕菜が口を出す。セレンは冊子をめくった。

「特に書いてねえな。当たり前か。えーと、めんどくせえから一いつ緒しよにやっちまおう。あたしが合図するからレリーフに手を載せてくれ」

「いい加減すぎません？」

「あたしに頼たのむのが悪い」

　どーんと音がして、流れ弾だまが着ちやく弾だんして建物が揺ゆれた。埃ほこりが舞まい、一同首をすくめる。

　セレンはなにやらごそごそやりだした。

「これ、婚こん姻いん届とどけだ。マーガレットが置き去りにしていった。だけどデンマーク語だな。なに書いてあんのか分かりづれえ」

　夕菜も読んでみたが、なにがなにやらちんぷんかんぷんだった。

「……ここの空くう欄らんに、わたしと和樹さんでサインすればいいんじゃないでしょうか。多分」

「じゃあそれも同時にやろう」

　また建物が揺れた。わずかだが銃じゆう声せいも聞こえてくる。

　和樹がぽつりと漏もらした。

「大だい丈じよう夫ぶなの？」

「シンシアは名指揮官です。ご安心を」

　和樹を中心にして左にリーラ、右に夕菜が並ぶ。夕菜はウェディングドレス姿なのでかなり目立っていた。

「リーラはその恰かつ好こうでいいんですか？」

「メイドにとってメイド服こそが礼装です」

　セレンが三人の正面に立つ。あわせても四人と、簡素すぎる式だった。

　用意が全て調ととのうまで、しばらくその状態で待った。

「……私は幸福です」

　リーラが呟く。

「ようやく式森様と真の主従関係を結ぶことができます。どれだけこのことを待ち望んでいたことか。参列の人数は問題ではありません。万人を集めた楽劇、フットボールチームの優勝パレードも、これには及およばないでしょう」

「君にはそんなに大事なことなの？」

「全てのメイドにとって大事な儀ぎ式しきです。私には、特に」

　和樹はリーラを横目で見る。どことなく上気しているように感じられた。

　セレンがこほんと咳せき払ばらい。

「あー、いいかな」

　和樹はうなずいた。

「では……えー、これより誓約の儀式をはじめる。これは主人とメイドにとって神聖なる誓いであり、主人の引退あるいはメイドの死によらねば破約されるものではない……と」

　セレンは冊子をぱらぱらめくる。

「次こっち。同時にシキモリカズキとミヤマユウナの婚姻もおこなうものとする。神……はいいとして、当婚姻は何なん人ぴとにも防がれはせず、新しん郎ろう新婦の魂たましいは永遠の結びつきとなるであろう。婚姻を祝福せしものは沈ちん黙もくをもって応こたえよ」

　皆みんな黙だまったまま。どこからも異議は出ない。

「ではまずミヤマユウナ、あなたはシキモリカズキを永遠の伴はん侶りよとすることを誓いますか」

「ちっ……誓ちかひます」

　夕菜の声は上ずっている。嚙かんだ。

　セレンはリアクションをせずに流す。

「リーラ・シャルンホルスト。あなたはメイドとして主人に生しよう涯がい仕えることを誓いますか」

「誓います」

　リーラの返事はしっかりしていたが、やはりどこか上ずっていた。

「それでは婚姻の誓いを。ここにサイン」

　セレンの差し出した書類に夕菜は興奮の面おも持もちで名を記す。

「はい、和樹さん」

　ペンを渡わたされた。彼は自分の名を漢字で書いた。セレンは確かく認にんして、うなずく。

「じゃあこれで終わり」

「きゃー！」

　夕菜は飛び上がった。

「嬉うれしいです。ついに和樹さんと夫ふう婦ふになれました。早く日本に帰って皆みなさんに報告……あ」

　自分一人がはしゃいでいることに気づき、顔を赤くした。

「ご……ごめんなさい。リーラの誓約がまだでしたね」

「やるぞ」

「どうぞ……」

　セレンの言葉に、夕菜は小さくなって答える。

「シキモリとリーラは手を出して、レリーフの上に」

　和樹は右手、リーラは左手を差し出す。レリーフに描かれたメイドの上に載せた。

　外で轟ごう音おん。今までで一番大きく揺れた。

「なんだ!?」

　ザーザーと雑音がして、セレンが腰こしに下げたままにしていた無線が音声を発した。

『おいセレン、戦車が数台突とつ破ぱしたぞ！』

　声の主はレオニーだった。

『マリアンヌってのが、最後に全部の戦車繰くり出して突つっ込こんできたんだ。シンシアが大部分を撃破したが撃うち漏らしがそっち行った』

「食い止めろよ！」

『やるよ！　隊長になにかあったら承知しねえからな！』

「さっさと撃退しろ！」

　セレンは通信を打ち切り、和樹とリーラに言った。

「時間がない。色々宣言する箇か所しよがあるんだが、全部省かせてもらうぜ。まともにやったって、どうせ聞いてる人間なんかいねえんだ」

「問題ない。ここで式森様といること自体が、私にとって重要だ」

　とリーラ。

「しかしセレンも中隊長業務がさまになってきたな」

　セレンは「やめてくれ」と嘆なげくと、二人の手の上に、自分の手を置いた。

「この手が離はなれたときに、誓せい約やくは完かん了りようする」

　腹に響ひびく音。戦車の砲撃だ。あとの爆発音は対戦車ロケット弾が放たれたからだろう。正面の頑がん丈じような扉とびらが揺れている。

「では二人は、自由な手で書面をあたしに渡してくれ」

　誓約の書面が呈示された。つるつるの表面に、金で箔はく押おしされた一枚の紙。上半分に誰だれ々だれと誰々が誓約すると記き載さいされている。

　リーラと和樹は二人で誓約書を持ち、セレンに渡した。

　セレンは自由になっている手で、そこに見届け人としてのサインを入れた。

「よし。あたしが手を離したら誓約は完了だ。リーラはシキモリのために尽つくし、シキモリはリーラを従える」

　轟音がして、扉が傾かたむいた。メイドたちが争う音が聞こえてくる。

「最後にもう一度だけ訊くことになってるんだ。これだけは省略できない……いいか、もし誓約を辞やめたいのならこれが最後のチャンスだ。二人はこの誓約を正式のものと認めますか？」

「……はい」

「認めます」

　最初に和樹、次にリーラが言った。

　どーんと音がして扉が倒たおれる。セレンが手を離したのとほぼ同時であった。

　メイドたちが摑つかみ合いながら転がり入ってきた。戦車が全て破は壊かいされたため白兵戦となったのだろう。レオニーからロヴェルティーネ、シンシアまでいる。

「ストップ、ストーップ！　もう終わり、終わりにしろ！」

　セレンが叫さけぶが摑み合いは終わらない。リーラが叫ぶ。

「総員、傾けい注ちゆう！」

　ぴたりと争いが止やむ。視線がリーラと隣となりの和樹に集中していた。

「たった今、我が誓約は成じよう就じゆした。私と第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーは、式森様と正式な主従関係となった。これにより式森様は正式なＭＭＭの会員となって身分を保障される。他の中隊に下された我がご主人様への捕ほ縛ばく命令は全て不当であり無効である！　下がれ！」

　建物内がしんと静まる。やがて、拍はく手しゆが沸わき起こった。

　手を叩たたいているのは第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーの面々。がっくりしているのは反主流派として戦っていたメイドたちだ。シンシアは苦い表情をしつつも、拍手を惜おしまなかった。

　セレンも一いつ緒しよになって拍手と賛辞を送っていた。

「やったなリーラ」

「ああ」

　そこに別の台詞せりふがかぶさる。

「待ってください！」

　全員が声の主を見た。

　大音声を発しているのはウェディングドレスを着た夕菜であった。

「この誓約に疑義があります！」

「……なに言ってんだ？　さっき文句言わなかっただろ」

　セレンの抗こう議ぎを彼女は無視する。

「これを見てください」

　夕菜は署名されたばかりの誓約書を取り上げた。

「ここにセレンがサインした誓約の紙があります。ですがよく見てください。ここにリーラの名前はあっても、和樹さんの名前はないんです！」

　聞いている人間が目を丸くする。

「わたしはあらかじめ、これを作成したマーガレットに、和樹さんの名前を外してもらうように言ったんです。書面自体は正式なものですが、和樹さんの名前がないんだから、誓約自体は無効です！」

　全員が「あっ」と叫び、同時に理解した。全てメイドと和樹をくっつけないための、夕菜の策略だったのである。

「おおおおお前、なんてやつだ！」

　叫んだのは見届け人だったセレンである。

「今朝から妙みように物わかりがいいと思っていたら、こんなこと企たくらんでいたのか！」

「企んでいたなんて、そんな。わたしはずーっと前からメイドは敵だって言ってました。ぶれてません」

「あれか、ここにあたしたちがいることを反主流派が知っていたのも、ミヤマが密告したのか!?」

「ノーコメントです」

「この悪あく魔ま！」

　夕菜はにっこりとして「その言葉が聞きたかったんです」と返事をした。

「これで皆さんは、わたしたちの結けつ婚こんだけを祝福したことになりました。いい気分です」

　うっとりとして告げる。まさに勝利者の姿であった。

　一方のリーラは、悔くやしさに泣き崩くずれた……わけではなかった。

　努めて冷静に、銀ぎん髪ぱつのメイドは指し摘てきをする。

「私は宮間様を、奥様とお呼びするわけにはいきません」

　夕菜は鼻を鳴らす。

「わたしは和樹さんと結婚しました。もっと敬意を払はらってくれてもいいんじゃありません？」

「そうもいかないのです」

　リーラの瞳ひとみに、少しだけ意地の悪い光が宿った。

「宮間様、年はおいくつでしょうか」

「十七ですけど」

「式森様は？」

「和樹さんも十七歳です」

「日本では男性の十七歳は結婚できないことになっています」

「……あー!!」

　夕菜の顔面が驚おどろきに変化した。男子は十八歳にならなければ結婚はできない。嬉しさのあまり、根本的なことを失念していたのであった。

　彼女はウェディングドレスを着たまま大おお慌あわてした。

「でっ……でもでもでもでも、デンマークじゃ成立するかもしれないじゃないですか！」

「私はデンマークの法律に詳くわしいわけではありませんが、お二人とも日本国こく籍せきです。日本の法に準ずるはずです」

「きゃー!!」

　彼女はじたばたした。暴れようとしたが、逆にウェデングドレスのために転びかかった。

「和樹さん！　このこと知ってたんですか！」

　彼は困ったような表情。

「知ってたっていうか……夕菜が知らなかったのが意外だったんだ。あんまり喜んでいるもんだから、水を差すのも悪いなって」

「あーん！」

　泣き声を上げたあと、きっとした目つきで夕菜はリーラを睨にらむ。

「これ、あなたの陰いん謀ぼうじゃないんですか!?」

「私は単に、指摘をしなかっただけです」

「結婚しろって言ったのはリーラでしょう！」

「私も宮間様がご存じないとは思わなくて」

「あーんあーん！」

　建物内は驚きよう愕がくの声が充じゆう満まんしていた。戦せん闘とうが停止したのは誓約が成就したからである。だがそれが無効となったらリーラはどうなる。しかも婚こん姻いんまで無効になったのだ。和樹を巡めぐる戦いはどうなるのだ？

　その和樹は、夕菜が掲かかげている誓約書を、ずっと見つめていた。

「夕菜……それ貸して」

「……？　はい」

　彼は受け取ると、デンマーク語で書かれているところを見つめていた。

「正直デンマーク語なんて暗号に近いんだけど……固有名詞だけはなんとか理解できる。ここにリーラの名前があるじゃない」

　指し示した場所には「リーラ・シャルンホルスト」と記されている。

「こっちは僕の名前じゃあない」

「当たり前ですよ」

「夕菜の名前になってるんだけど」

「……ええー!!」

　彼女は和樹から誓約書をひったくると、目を皿のようにして見つめる。

　そこにははっきりと「ユウナ・ミヤマ」と書かれていた。

「なんでこんなことに!?」

「マーガレットって人に、名前を書き換かえろって言ったんじゃない？　だから夕菜の名前にしちゃったんだと思う」

「……あのお役所体質ー!!」

　夕菜は叫ぶ。脅おどしたときに、確かに名前を書き換えろと言ったのである。マーガレットは字句通りに受け取ったのだ。夕菜の名はＭＭＭにも轟とどろいているから、聞き返すことすらしなかった。

「じゃ、じゃあこれどうなるんです!?」

　セレンがこほんと咳せき払ばらい。

「名前が変わっていても正式な誓約書だ」

「わたし、メイドのご主人様になるんですかあ!?」

　夕菜の顔はもう真っ青だった。

「だってわたしは和樹さんじゃないですし……」

「誓約書が優先されるからなあ」

「きゃー、きゃー、きゃー!!」

　夕菜はじたばたして、壇だん上じようから降りた。そこをリーラに摑まれる。

「どちらにいかれるのですか、新しいご主人様」

「そんなこと言わないでください！」

「いいこともあります。誓約自体は有効なのですから、式森様も宮間様のパートナーとして、反主流派も容易に手出しはできないでしょう。私へのメイドとしての資格停止も解除されます、争いは終わりです」

「和樹さんと結婚できてません！」

「あと一年待てばいいと思います。すぐです」

「その前に、リーラが和樹さんを持ってっちゃいます！」

　抗議は丁てい重ちように無視された。ばたばた振ふり回す夕菜の両りよう腕うでを、薄うす笑わらいを浮うかべていたセレンとロヴェルティーネが摑む。

「さあ新しい雇やとい主様、あっちで今後のことをじっくり相談しようじゃねえか」

「一からマナーの勉強、礼れい儀ぎ作法を勉強するのもいいもんですぜ」

　そして夕菜は、「嫌いやです。やだー！」と叫さけびながら引きずられていった。

　ほぼ同時に、他のメイドたちも引き上げていく。シンシアが指揮を執とり、戦闘後の後始末をおこなうことになった。

「シンシア、必ず来てくれると思っていた」

　リーラは礼を言う。シンシアはつまらなさそうな表情をしている。

「まったく、古い証文を持ち出すとはな」

「断る手もあっただろう」

「そんなつもりはなかった。色々あろうと、同期の人間の頼たのみだ」

「義ぎ理り堅がたい女だな」

「ご主人様によると、それが取り柄えなのだそうだ」

　どちらからともなく手が差し出される。二人はしっかりと握あく手しゆをして、別れた。

　誓約式の会場には、二人だけが取り残された。リーラと、和樹。

　しばらく無言だったが、和樹が先に口を開く。

「夕菜は本当に、リーラたちのご主人様になるの？」

「どうでしょう。前のご主人様が推すい薦せんしたのはあくまで式森様なのですから、宮間様との誓約は無効になる可能性が高いと思われます。ただそれが明らかになるには少し時間がかかるでしょう。それまであの方には……少し苦労をしていただこうかと」

「リーラもなんだかいじわるだね」

「これくらいの仕返しは許されるでしょう」

　和樹も間ま違ちがいとは言わなかった。

「じゃあ帰ろうか。日本に」

　だがリーラはこの場から動かない。

「……式森様、よろしいですか」

「ん？　なに」

「婚姻可能年ねん齢れいに達していないことは、ご存じだったのですよね」

「うん」

「私も頭がぼうっとしていましたので、誓約の名前まで気が回っていませんでした。ですが式森様は冷静でいらした。ひょっとして、ご自分の名でなかったことも、ご存じだったのでは？」

「…………」

　和樹はリーラの視線を外し、しばらく天てん井じように目を向ける。

　やがて、元に戻もどった。

「うん……まあね」

「……何な故ぜです。私はそれほど至らないメイドでしょうか。私という人間は、女としても魅み力りよくに欠け、メイドしても能力がないと判断されたのですか」

　リーラは目に涙なみだを浮かべていた。恐おそらく、これまで誰だれも見たことがなかっただろう。ＭＭＭ史上最高のメイドは、なにがあろうと心を折られたりはしなかったのである。

　彼女は誰に否定されようと拒きよ絶ぜつされようと、心を揺ゆらしたりはしなかった。逆に求められ賞賛されても驕おごることはなかった。だが、和樹だけは違うのだ。生しよう涯がいかけて仕えたいと思った人物なのである。

「私は式森様のためならなんでもします。どのようなメイドにもなります。どうかお見捨てにならないでください。どうか……」

「ねえリーラ」

　和樹は静かに言う。

「さっき君も言ってたけど、僕は十七歳なんだ。学生だし、財産があるわけでもなければ社会経験もないんだよ。そんな男がメイドを雇うなんて、おこがましいじゃないか」

「資金なら私にお任せください。マネートレードにも心得があります。いくらでも増やし、絶対ご不便のないようにします」

「ありがとう。だけどやっぱり駄だ目めなんだ。僕の力でやったことじゃない」

「そんなことはありません！」

「あのねリーラ。僕がね、高校を卒業して、もしかしたら大学に行って、就職して、そこではじめて自分ってものが見えてくると思う。最初の給料を手にして、ようやく僕は一人前になれるんだ。そうしたら」

　彼は真正面からリーラを見つめた。

「僕は君にメイドになって欲しいって頼むと思う。いや、必ずそうする。君と誓約して、胸を張って第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーを迎むかえ入れるよ。だからそれまで、待ってくれないか」

　そして少し笑って付け加える。

「きっと夕菜もその頃には、君のことが好きになっているよ」

　リーラはじっと見つめ返した。

　このメイドの心にどんな感情が去来したのか。和樹からうかがい知ることはできない。ただわずかに、潤うるんでいるのみであった。

「……承知いたしました」

　小さな声で返事をする。

「全すべて式森様のお気持ちのままに。リーラ・シャルンホルストは忠実なメイドです」

「ありがとう」

「その日が来るのを、心待ちにしております」

　はっきりとした、いつもの口調であった。
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　和樹はそんなメイドをまだ見つめている。

「……だけど、リーラにはずっと悪いことをした気もするんだ。君の気持ちを無にしちゃって。お詫わびをさせて欲しい」

「はい……？」

　和樹はすっと顔を近づける。

　リーラは戸と惑まどっていた。その唇くちびるに、和樹の唇がかすかに触ふれる。

「あ……」

　銀ぎん髪ぱつメイドの目は、見開かれていた。和樹は顔を真っ赤にして離はなれる。

「ご、ごめん。図々しかったかな。ちょっと他に思いつかなくて」

「い、いえ……あの……」

　リーラはうつむき加減になって言う。

「もう一度……お願いできますか……」

「いいよ……」

　和樹とリーラの唇は、今度はしっかりと重ねられた。

　しばらくのち、唇が離れると、リーラは全身を赤く染めてしゃがみ込んだ。

「リ、リーラ!?　大だい丈じよう夫ぶ？」

「は、はい……」

　その時外からメイドがやってくる。小こ柄がらな身体からだはネリーだ。

「リーラ様、船の準備ができました。スウェーデン経由で……どうしたのです!?」

　彼女はしゃがんだままの中隊長のもとへ、急いで駆かけ寄る。

「リーラ様!?」

「ネリー、知っているか……」

「……？」

「私は、世界一の幸せ者だ」

　以降、リーラはなにを問われても、答えようとしなかった。







　あとがき




　築つき地じです。久しぶりのメイドの話をお届けします。この巻で、メイドの巻は一応のクローズとなります。今まで応援してくれた皆様には、感謝の言葉もありません。

　そもそもメイドの話は、「ファンタジア・バトルロイヤル」というドラゴンマガジン誌の別冊に載ったのが事の発ほつ端たんで、ほんの冗談のつもりでした。タイトルも「ザ・ラスト・オブ・メイドグルッペ」という、某軍事本のパロディになっています。それがここまで続くのは作者自身にとってもビックリ仰天です。

　この「ザ・ラスト・オブ・メイドグルッペ」の初稿は、一回だけの読み切りのつもりだったため、きちんとオチがついています。実はこの本のラストと激似。大きく遠回りして、元の結末に戻ったと言えるかもしれません。

　当シリーズに登場するメイド、リーラ・シャルンホルスト（この名はプロイセン王国の軍人、フォン・シャルンホルストから取られています）は、作者の私もかなりのお気に入りだったりします。頭が良くてなにをやらせても有能。なによりとことんまで忠誠心が高い。動かすのがとても楽でした。おかげで夕ゆう菜なが割を食ってしまったのは気の毒でしたが、そこは別世界の話。彼女には我慢してもらいましょう。

　割を食ったといえば、ちょこちょこ登場しては酷ひどい目に遭あっているシンシア・フロストも結構好きです。有能さも忠誠心もリーラと同じくらいあるのですが、から回ってしまってとばっちりを受ける役回りになってしまいました。設定的にも物語的にもリーラと比較される不幸でしょうか。彼女の名前はマーケット・ガーデン作戦に参加したフロスト中佐から取られています。

　そして隠れたお気に入りなのですが、この本にも少しだけ登場したデイジー・キルゴアです。黄色いスカーフとサングラス、ヘリコプターといえば、映画「地獄の黙示録」に出てくるキルゴア中佐なのです。「ワルキューレの騎行」をかけながら飛んでくるのは、もうそのまんま。できれば彼女を軸にもう一本くらいやってみたいと思ってました。




　あまりページ数もないので、このあたりで終わりとさせていただきます。最後にもう一度。応援してくださって、本当にありがとうございました。




二〇一三年五月十日


築地　俊とし彦ひこ












まぶらほ




～さいごのメイドの巻～








築つき地じ俊とし彦ひこ
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